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序

一般国道50号は、前橋市を起点として、茨城県水戸市に至る延長152kmの

主要幹線道路です。このうち前橋市天川大島町から今井町にかけての東前橋

地域は、かねてより交通渋滞が激しく、これを緩和するために、また道路交

通の安全確保を図るために、今井町の上武道路と交差する地点から天川大島

町問の5.1kmの現道拡幅工事が昭和63年度より始まり、既に工事も終了して

供用されています。工事着工に伴い工事区域内に所在する埋蔵文化財発掘調

査も始まり、今井白山、今井道上、質井八日市、野中天神の4遺跡の発掘調

査が平成4年度まで行われました。

これらの遺跡のうち今井白山遺跡は平成4年度に、究井八日市遺跡・今井

道上遺跡は平成5年度に調壺報告書を刊行しました。これらについで野中天

神遺跡の整理作業が完了しましたので、ここに調査報告書を刊行することに

しました。

本報告書には、利根川の旧流路の微高地上と低地に営まれた古墳時代から

平安時代にかけての集落と水田跡が報告されています。従来この地域には遺

跡が存在しないと考えられていました。しかし、本遺跡等の発掘調査により

本地域にも遺跡が存在することがわかりました。本報告書は、本地域の歴史

を見直す上で貴重な資料になるものと思います。

発掘調査から報告書作成に至るまで、建設省関東地方建設局、同高崎工事

事務所、群馬県教育委員会、前橋市教育委員会、地元関係者の方々から種々、

ご指導、ご協力を賜りました。今回、報告書を上梓するに際し、これら関係

者の皆様に衷心より感謝の意を表し、併せて本報告書が群馬県の歴史を解明

する上で、広く活用されることを願い序とします。

平成 8 年 2 月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 ，＇~々そ,,.と
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本書は一般国道50号（東前橋拡幅）改築工事に伴う、野中天神遺跡の発掘調査報告書である。

本遺跡は群馬県前橋市野中町字天神407番地他、上長磯町213番地他に所在する。

本遺跡の名称は、遺跡所在地の町名と字を併記して「野中天神遺跡」と呼称し、上長磯町に所在する遺跡

についても一連のものと判断して同遺跡に含めた。
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凡 例

1 調宜区域には、国家座標に基づいて 4 m間隔のグリッドを設定した。グリッドの原点(AA-00) は日本平

面直角座標系第IX 系の X =41.500km 、 Y= -63. 700kmで、グリッドの国家座標上における位置は、付図 l

「遺跡位置図」に示した。

2 住居の方位は、鼈が付設された壁、あるいは鼈が付設されていたと推定される壁に直行する軸線の、真

北に対する傾きを示し、時計回りを＋、反時計回りをーとした。

3 遺物観察表の記載方法は次のとおりである。

(1) 胎土中の砂粒の大きさによる分類は、土推物理研究会による基準に従い、細砂粒( <0.5mm) 、粗

砂粒(0.5~2.0mm）、細礫（2.0~5.0mm) 、中礫(5.0mm> )とした。

(2) 色調は農林省水産技術会議事務局監修、（財）日本色彩研究所色標監修の新版標準土色帖に従った。

(3) 遺物の出士レベルは、遺構の床面から遺物までの垂直距離を示した。

4 竪穴住居の面積は、 1/40図上でプラニメーターによる 3 回の計測平均値を採り、住居確認面の掘り込み

から内側を測定した。
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竪穴住居外形分類基準 上段：長軸長（単位 m)

下段：長軸比（長軸長／短軸長）

規玉--------9ク状 正 方 形 縦長長方形 横長長方形

超 大 形
6.5m以上 6.5m以上 6.5m以上

1. 0~ 1. 1未満 1. 1以上 1. 1以上

大 形
5.4~6.5m未満 5.4~6.5m未満 5.4~6.5m未満

1. 0~ 1. 1未満 1. 1以上 1. 1以上

中 形
4.3~5.4m未満 4.3~5.4m未満 4.3~5.4m未満

1. 0~ 1. 1未満 1. 1以上 1. 1以上

小 形
3.2~4.3m未満 3.2~4.3m未満 3.2~4.3m未満

1. 0~ 1. 1未満 1. 1以上 1. 1以上

超 小 形
3.2m未満 3.2m未満 3.2m未満

1.0~ 1. 1未満 1. 1以上 1. 1以上

> 
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I 発掘調査と遺跡の概要

1 調査の経過
一般国道50号（東前橋拡幅）改築工事に伴う野中天神遺跡は、昭和63年度か

ら平成 4 年度までの 6 年間にわたって発掘調査を実施した。調在対象地は全

長約500m に及び、幅は国道50号線の両側で概ね 8~10m である。発掘調査

にあたっては、調査対象地内の用地買収の進捗、耕作物の除去、家屋の移転

撤去などの行程上の経緯もあり、発掘調査が可能な地点より順次着手するこ

とになった。以下調査年度に沿って経過を報告する。

昭和63年度（昭和63年10月 20 日～平成元年 3 月 31 日） セソター杭No.89~97

の範囲で、面積5,800m'の発掘調脊を実施した。検出した遣構の主なものは

平安時代の竪穴住居・水田、中世の屋敷・士壊墓•井戸、近世の河川などで

ある。

平成元年度（平成元年10月 2 日～平成 2 年 3 月 31 日） センター杭No.73~88

の範囲で、面積3,600m'の発掘調在を実施した。検出した遺構の主なものは

平安時代の竪穴住居•水田、中世の土壌•井戸・溝などである。

平成 2 年度（平成 2 年11月 20 日～12月 28 日、平成 3 年 1 月 23 日～ 2 月 18 日）

セ‘ノター杭No.74~83の範囲で、面積631吋の発掘調直区を実施した。検出

した遺構の主なものは平安時代の竪穴住居•水田と、地震による地割れ・噴

砂で、これは弘仁 9 (818) 年に北関東地方を襲った地震の可能性がある。

平成 3 年度（平成 3 年 4 月 16 日～ 7 月 15 日、 10月 16 日～平成 4 年 1 月 15 日）

セ‘ノター杭No.77~79の範囲で、面積507rri勺こついて発掘調査を実施した。

検出した遺構の主なものは古墳時代の墓・土壊、平安時代の竪穴住居・溝な

どである。

平成 4 年度（平成 4 年 5 月 17 日～ 5 月 29 日） セ‘ノター杭No.79~83の範囲で、

面積575m成）発掘調査区を実施した。検出した遺構の主なものは古墳時代の

溝及び平安時代の竪穴住居と地震による地割れ・噴砂で、これは古墳時代の

溝及び平安時代の竪穴住居との重複関係から、 4 世紀～10世紀の間に位置付

けられ、弘仁 9 (818) 年の地喪による可能性が考えられた。

以上、野中天神遺跡の発掘調査は延べで 6 年間にわたり、面積11,113対を

調査した。この一連の発掘調査で、かつては利根川の流路であったこの地に

も、微高地上では古墳時代前期から遺構が認められ、奈良•平安時代には竪

穴住居や水田が立地していることが判明した。これらの遺構は、この地域に

おける集落の動向を、生産域である水田を含めて検討することのできる重要

な資料を提供した。

また、その年代が弘仁 9 (818) 年の可能性が高い地震による地割れや、噴

砂跡を検出し、この地域における地震の規模やその影響を考える上で貴重な

資料を得ることができた。

や

□四C 
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二］口
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50m 

挿図 1 発掘調査区域図
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遺跡の位置と地形
野中天神遺跡は群馬県前橋市野中町、上長磯町に所在し、前橋市街地の東方4.5kmに位置している。群馬

2
 

県の中央部には、標高1,828m の黒檜山を最高峰とする赤城山が、半径15kmの範囲に緩やかな裾野をひろげ

ている。 この山麓には数多くの開析谷が台地を刻んでおり、特に南麓の一帯は樹枝状に伸びた沖積低地が発

達している。また、 この地域では前橋台地が形成された際に堆積した前橋泥流堆積物が、赤城山麓の末端部

と接している。さらに、 この前橋泥流堆積物層が旧利根川によって浸食されてできた広瀬川低地帯が北西か

ら南東にかけて存在し、赤城山麓の末端部と接している。 したがって、 この遺跡の周辺では赤城山麓、前橋

台地、広瀬川低地帯という変化に富んだ地形面を形成している。

広瀬川低地帯は、前橋市の北西部から南東部にかけて、約2.5~3kmの幅で帯状に形成されている。 この地

形はかつて利根川が形成したもので、基盤層には氾濫原堆積物である沖積砂礫が堆積しており、現在は広瀬

川、桃木川の流路となっている。また、

し、現在の集落が立地している部分は、

この低地帯内には自然堤防などによる微高地部分と低地部とが混在

こうした微高地の部分にあたっている。なお、過去の利根川はその

流路を、赤城山の山麓よりから南方の前橋台地側に向かって移動したと考えられている。

野中天神遺跡は広瀬川低地帯上に立地し、標高は88~90m である。調査区域内には、自然堤防などによる

微高地部分と低地部分が混在している。 このため、遺跡が立地する地形は大きく微高地部と低地部とに分か

れ、いずれも北西から南東にかけて緩やかに傾斜地形を示している。主として微高地部には集落が営まれ、

低地部には水田が営まれている。

低地部には、旧利根川による堆積物の上位を完新世の火山灰が覆っている。下位から 4 世紀前半の浅間C

6 世紀初頭の榛名山ニツ岳降下火山灰層 (Hr-FA) 、天仁元（1,108) 年の浅間B 軽石層軽石層（As-C) 、

(As-B) であるが、 As-C については純層で確認できた部分は少ない。

挿図 2 周辺の地形図
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3 周辺の遺跡
野中天神遺跡が立地する広瀬川低地帯上では、従来大規模な開発行為が少ないこともあって遺跡の発掘調

査例が少なかった。しかし近年の発掘調査により、この広瀬川低地帯上でもいくつかの遺跡が確認されてき

た。この野中天神遺跡(No. 1) では、古墳時代後期から平安時代にかけての竪穴住居や、天仁元（1,108) 年の

浅間山の噴火に伴う浅問B 軽石層（As-B) に覆われた平安時代の水田が検出された。また、桃木川の上流

にあたる石関西梁瀬遺跡(No.17) では、低地内に点在する微高地上で古墳時代から平安時代にわたる竪穴住居

が検出されている。このうちの最も古いものは中期の 5 世紀代まで遡る。さらにこの遺跡では、表面採集資

料で 4 世紀代の土器も検出されていることから、おそらく集落の開始時期は 4 世紀代の古墳時代前期まで遡

る可能性が高いと考えられる。

また、桃木川を挟んだ東側には究井八日市遺跡(No. 2) が立地し、この遺跡が立地する赤城山の南麓の末端

部から広瀬川低地帯にかけての地域では、数多くの遺跡が近年の発掘調査で確認されている。特に、赤城山

麓を南流する荒砥川の流域には弥生時代以降の数多くの集落遺跡・墳墓が立地し、とりわけ古墳時代中期以

降から、集落は急激な増加の傾向を示している。

特に、赤城山麓の末端部と広瀬川低地帯が接する究井八日市遺跡では、 5 世紀後半代の豪族居館の可能性

がある大規模な堀を検出した。これは、南北160m 、東西200m の範囲を堀が区画すると考えられる。さらに、

貴船川の低地を挟んだ今井白山遺跡(No. 4) では、古墳時代前期から平安時代にかけての竪穴住居、荒砥川を

挟んだ今井道上遺跡では古墳時代中期から後期の竪穴住居及び、一辺が約109m の平安時代の区画溝、荒砥

北三木堂遺跡(No. 6) では弥生時代から平安時代にかけての竪穴住居がそれぞれ発掘調在されている。また、

荒砥北二木堂遺跡に近接する荒砥川の縁辺部には、 5 世紀後半の前方後円墳である今井神社古墳(No. 5) が立

地している。この古墳の周辺地域における集落遺跡の竪穴住居は 5 世紀代から急激な増加傾向を示している

が、これは今井神社古墳の成立時期と一致することから、相互の密接な関連性が考えられる。

これに対して、荒砥川以西の広瀬川低地帯に接する赤城山麓の末端部では、遺跡の発掘調査例が少ない。

しかし、古墳時代前期から平安時代にかけての集落を検出した萱野遺跡(No.15) などの例から、これはこの地

域における開発行為の頻度の差に起因するものと考えられる。

番号 遺跡名 時 代 主な遺構 文 献

1 野中天神 古墳・奈良•平安・中近世 住居•水田・墓・地震跡

2 究井八 H 市 縄文・古墳・奈良•平安・中 住居・墳募・方形区画 『究井八日市遺跡』（財）群埋文 1994 

近世 遺構•水田

3 小島田八日市 縄文・古墳・中世 墳墓・墓 『年報』 12（財）群埋文 1993 

4 今井白山 縄文・古墳・奈良•平安 住居・地震跡 『今井白山遺跡』（財）群埋文 1993 

5 今井神社古墳群 古墳・奈良•平安 住居・墓 『荒砥北原遺跡』（財）群埋文 1986 

6 荒砥北三木堂 先土器・縄文・古墳・奈良•平安 住居・墳墓 『荒砥北三木堂遺跡』（財）群埋文 1982 

7 今井城 中世 城館址 『群馬県古城塁址の研究』上巻山崎一 1971

8 荒砥北原 縄文・古墳・奈良•平安 住居・墓 『荒砥北原遺跡』（財）群埋文 1986, 荒口前原 奈良•平安 住居 「荒口前原遺跡」『まえあし』 14 柿沼恵介 1973 

10 荒砥宮田 縄文・古墳・奈良•平安・中近世 住居•水田・墓

11 富田古墳群 縄文・古墳・奈良•平安 住居・墳墓・墓 『富田・西大室・清里南部遺跡群』前橋市教委 1981 

12 宮下 縄文・古墳・奈良•平安 住居・墓

13 おとうか山古墳 古墳 墳墓 『富田・西大室・清里南部遺跡群』前橋市教委 1981 

14 天神風呂 縄文 住居 『天神風呂遺跡発掘調査報告書』大胡町教委 1981 

15 萱野 縄文・古墳・奈良•平安 住居・墓 『萱野・下田中・矢場遺跡』群馬県企業局 1991 

16 正円寺古墳 古墳 墳墓 『群馬県史』資料編3 県史編さん委員会 1981 

17 石関西梁瀬 古墳・奈良•平安 住居 『年報』 14 （財）群埋文 1995 
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■ 集落 ●古墳 ▲城郭 口前方後円墳
挿図 3 周辺の遺跡分布図 : l : 25000 501om 
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4 遺跡の標準士層
この遺跡は、広瀬川低地帯から、旧利根川に浸食されずに残存した前橋台地にかけて立地している。この

ため、前橋台地上（台地部）と広瀬川低地帯の部分（低地帯）とでは、標準土層が大きく異なる。ここでは、

台地部と低地部に分けてその層序を以下に述べる。

台地部

台地部では、前橋泥流堆積物層の上部を上部ローム層が覆い、このなかには浅間一板鼻黄色軽石層（As

-Y P) が含まれる。その上位を赤城山

麓からの砂礫層が覆って、現地表面に

至っている。

89.00m 

V V 

I 層：現表土

II 層：褐灰色士層

m 層：褐灰色土層 (II 層より灰色味

が強い）

w 層：茶褐色土層（多量の鉄分が沈

着）

v 層：黒褐色土層（多量の浅間B 軽

石を含む）

VI 層：褐色土層（浅間B 軽石の純層）

V11 層：暗褐色土層（やや砂質）

VIII 層：明黄褐色土層（砂が主体）

IX 層：明灰褐色士層（シルト質で、

鉄分が沈着）

x 層：灰褐色土層('P 1~20mmの榛

名山ニツ岳降下軽石含む）

XI 層：暗褐色土層(rp 5 mmの榛名山

二ツ岳降下軽石含む）

XII 層：黄褐色土層（榛名山ニツ岳降

下軽石含む）

XIII 層：暗褐色土層

XN 層：にぶい黄褐色土層（榛名山二

ツ岳降下火山灰の純層）

XV 層：黒色土層

XVI 層：明灰褐色土層（砂を主体とし、

鉄分が沈着）

XVII 層：礫層

口
| II 層：褐灰色土層

88.00 

m m 層’褐灰色土層

N w 層：茶褐色土層

V v 層：黒褐色土層

VI VI 層’褐色土層 (As-B)

VII Vll 層：暗褐色土層

87.0Q 

86.00 

ー
I 層：現表土

Vlil VIII 層：明黄褐色土層

IX 

XI 
9 9 

口
X
V
I＿潤

IX 層：明灰褐色士層

x
 

x 層：灰褐色土層

XI 層：暗褐色士層

x□ 層：黄褐灰色士層

X皿層：暗褐色土層

XN 層：にぶい黄褐色士層（Hr-FA)

XV 層：黒色土層

XVI 層：明灰褐色士層

XVll 層：礫層

※士層の色調は標準士色帖に従った。

挿図 4 標準層序図
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II 竪穴住居
号住居
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現表土。黒褐色土。やや砂質で、白色軽石を含む。

黒褐色土。やや砂質で、暗褐色土粒、白色軽石を多く含む。
暗褐色土。ほとんど均質で、黒褐色土粒を少量含む。

暗褐色土。ほとんど均質で、地山褐色シルト粒を少員含む。

鼈
l
2
3
4
5
6

暗褐色土。ほとんど均質で、白色軽石(Hr-FP?) を含む。

暗褐色士。 1層と同じ。炭化物粒、焼土粒を少量含む。

暗褐色土。炭化物粒、焼土粒を多贔に含む。

暗褐色土。焼土粒を多鼠に含む。

暗褐色土。 4層と 5層の境界に灰の薄層がみられる。炭化物粒、焼土粒を少量含む。
暗褐色土。地山の褐色ヽンルト粒を含む。

形
床
状
面

住居の北側を後世の溝に切られ、住居の南側は調査区域外のため全形を確認することができない。

基盤層を30cm掘り込んで床面とする。確認した範囲の床面は平坦で良く整っている。貼床は認めら

れない。柱 穴 確認した床面の範囲に主柱穴はなく、朔外にも柱穴の痕跡がない。竃 跡 東壁に設置す

る。壁を幅70cm、奥行き 50cmの半円形に掘り込んで燃焼部とし、燃焼部はその約半分を壁外に造り出してい

る。火床は周囲の床面より 10cm程深い摺鉢状に掘り込まれている。煙道は確認できない。遺 物 住居中央

部及び住居中央南側の床面に密着して土師器甕が出土し、 これらが住居の年代を示す。重 複 他の住居と

重複することなく、単独で占地する。方 位 +108ー 面 積 測定不可能。
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遺物観察表 1 
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2 号住居

゜ーー＝＝←

A
 A' 

4住

A
 

A' 

゜

L =87.60m 

1 : 80 2m 

1 黒色土。 Hr-FAを含む。

ー
。
v̀ 

鼈

1 焼士。

L=87.50m 

O 1:40 lm 

形状住居の北西隅は確認できないが、短

軸2.6m 、長軸2.7m で、東西に僅かに長い超

小形正方形住居と推定する。 10号住居に住居

の形状、規模が比較的近似するが軸線の傾き

が異なり、年代も異なる。床面基盤層を

` 10cm掘り込んで床面とする。住居の北西部を

重複する 4号住居に切られるが、確認した面

は平坦で良く整っている。貼床はない。柱

穴 確認した床面の範囲に主柱穴はなく、壁

外にも柱穴の痕跡がない。竃跡東壁のほ

ぼ中央部に設置する。壁内に造り付けた長さ

30cmの袖部を検出したが、 4 号住居の鼈と亜

複するために全形を確認することはできない。

燃焼部は幅30cmで、その一部を壁外に造り出

している。煙道は壁の外側50cmまで緩やかな

勾配で伸びる。遺物 この住居に伴出する

復原が可能な遺物はない。重複住居の北

西部で 4 号住居と重複する。 4 号住居がこの

住居の覆士を切って構築する土層断面の所見

を得た。方位十86 ゜ 面積 6.85m'

（推定）。

8
 



3 号住居

-/  l 

A
 

, ` 
゜

L=87.70m 

1 : 80 

A A' 

---9---

1 茶褐色土。 Hr-FAを含む。

2 淡茶褐色土。 Hr-FAを含む。

3 淡褐色土。 Hr-FA、炭化物を含む。

2m 

形 状 住居の東半部が調在区域外のため、全形を確認することができない。確認した南北軸は3.0m を測

る。床 面 某盤層を30cm掘り込んで床面とする。確認した範囲の床面は平坦で良く幣っており、貼床は認

められない。柱穴壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴と認定できるピットは確認できない。竃跡確

認した範囲の壁面に、鼈の痕跡を示す焼士等は一切検出できない。調査区域外の東壁に設置されていた可能

性が高い。遺物復原が可能な伴出士器はない。重複他の住居と重複することなく、単独で占地する。

方位十93゜ 面積測定不可能。

, 



4
 
号住居

ヽ
QJ / 

A' 

A A' 

1

2

3

4

5

6

7

8

 

淡褐色土。 Hr-FAを含む。

淡黄褐色粘質士。

淡褐色土。 Hr-FA、 2層のプロックを含む。

褐色土。 2層のプロyク、炭化物を含む。

暗褐色土。焼土、炭化物を含む。

褐色土。 Hr-FA、焼土、炭化物を含む。

淡褐色士。 Hr-FA、焼士、炭化物を含む。

焼土。

゜

L =87.60m 

1 : 80 2m 

形 状

る。床

住居の西半部が調脊区域外のため、全形を確認することができない。確認した南北軸は3.0m を測

面 基盤層を30cm掘り込んで床面とする。確認した範囲の床面は平坦で良く整っており、貼床は認

められない。柱 穴 既内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴と認定できるピットはない。竃 跡 東礁の南側

に設置する。燃焼部は幅60cm、奥行き50cmで、全てを壁外に造り出す燃焼部壁外型を呈す。煙道は奥競の中

段から緩やかな勾配で立ち上がる。寵の手前を中心に出土する石は、重複する後世の墓跡のもの。遺 物

寵の火床直上より須恵器高台付椀・羽釜が出土し、 これらが住居の年代を示すと判断した。 この他に南壁際

中央部の覆土内より灰釉陶器椀、北壁際中央部の覆土内より須恵器杯・高台付椀．砥石が出士する。重 複

住居の南東部で 2 号住居と重複する。 この住居が 2 号住居の覆士を切って構築する土層断面の所見を得た。

方 位 +83ー 面 積 測定不可能。

10 



遺物観察表
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鼈
1
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3
4
5

焼土・炭化物層。

焼土。

炭化物。

淡黄褐色粘質土。地山層。

暗黄褐色粘質土焼土。炭化物を含む埋土。

゜

L =87.60m 

1 : 40 lm 
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4 号住居出土遺物
゜ 1 : 4 10cm 
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遺物観察表 1 ｷ 2 
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4号住居出土遺物 。 1 : 4 10cm 
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遺物観察表 2 
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4 号住居出土遺物
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5 • 8 号住居

/ 

A
 

Ill / 

A
 

1D I 

CD I 

A
 

A' 

L =87. 10m 

。 1 : 80 2m 

5 号住居

形 状 住居の南半部が調査区域外のため、外形を確定することができない。確認した南西軸は3.2m を測

る。床 面 基盤層を30cm掘り込んで床面とする。床面は住居の中央部が後世の溝に切られる他は、平坦で

良く整っており、貼床はない。柱穴確認した床面の範囲に主柱穴はなく、壁外にも柱穴と認定できるピッ

トはない。竃跡 東壁に設置する。壁内に造り付けた長さ 20cmの袖部を検出した。燃焼部は幅35cm、奥行

き40cmで、その約半分を壁外に造り出す。両側の袖部の末端部に補強用の石材を立て、火床の中央よりやや

左側に石製支脚を置く。内部より出土する羽釜は、使用状態のものが崩れ落ちたものと考えられる。煙道は

14 



奥壁の中段から壁を掘り込むが、詳細は確認できない。貯蔵穴 鼈南側の東壁に沿って直径50cm、深さ 25cm

程の不整円形フ゜ラソで設ける。遺 物 鼈の火床に密着して須恵器羽釜・高台付椀、鼈手前の床面直上より

須恵器高台付碗、東壁際の床面直上と貯蔵穴内より須恵器杯が出土し、これらが住居の年代を示す。重 複

住居の南半部で 8 号住居と重複する。この住居が 8 号住居を切って構築する平面精査の所見を得、それぞ

れの住居に伴出する土器の型式も 8 住→ 5 住の順を示す。方位＋113゜ 面積測定不可能。

8 号住居

形状住居の南半部が調査区域外のため、外形を確定することができない。床面基盤層を30cm掘り込

んで床面とする。後世の 5 号住居、 1 号溝に切られて、この住居の床面はほとんど確認することができない。

柱穴確認した床面の範囲に主柱穴はなく、壁外にも柱穴と認定できるピットはない。竃跡東壁に設

置する。 5 号住居と重複するために全形は不明だが、幅30cm、奥行き40cmの燃焼部は全て壁外に造り出すも

のと考えられる。煙道は確認できない。遺 物 住居の覆土内より土師器杯・須恵器杯が出土し、これ以外

に住居の年代を判定できる遺物はない。重 複 住居の北半部で 5 号住居と重複する。この住居の覆士を 5

号住居が切って構築する平面精査の所見を得、これはそれぞれの住居に伴出する土器の型式が示す順序とも

矛盾しない。方位十93゜ 面積測定不可能。

5 号住居鼈

8 号住居鼈

゜ 1 : 40 lm 

15 
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遺物観察表2·3
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Q 1 : 2 

, 

5cm 5 号住居出土遺物

□1 、一 □ ‘均 s<9

8号住居出土遺物
゜ 1 : 4 10cm 
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6 • 7 号住居

¥
 

6 住 7 住

A
 

A 3 2 4 6 s 4 1,1 10 A' 

三令• • ｷ :. :ｷｷ • ••••. .. ｷ ｷ:ｷｷ . ·•• ·．・翌娑•気：．． 苓： t:· • . • ｷ ｷｷ: 

1 淡褐色士。 Hr-FA、 As-C を含み、やや砂質。

2 褐色士。 Hr-FA、 As-C を含む。

3 暗褐色土。やや砂質。

4 暗灰褐色土。 Hr-FA 、 As-C を含む。

5 灰褐色士。砂質土。 Hr-FA、 As-C を含む。

6 暗茶褐色砂質土。

7 茶褐色土。 Hr-FA、 As-C 、炭化物を含む。

8 褐色土。 Hr-FA 、 As-C を含む。

9 褐色土。 Hr-FA 、 As-C を含む。

10 暗褐色土。 Hr-FA、 As-C を含む。

11 暗茶褐色土。 Hr-FA 、 As-C 、炭化物を含む。

L =86.90m 

0 1 : 80 2m 

6 号住居

形状住居の北半部が調査区域外のため、外形を確定することができない。床面基盤層を30cm掘り込

んで床面とする。確認した範囲の床面は小さな起伏が多く、平坦ではない。南壁際東側に直径30cm、深さ 20

cmのピットをもつ。柱穴確認した床面の範囲に主柱穴はなく、壁外にも柱穴と認定できるピットはない。

竃跡確認した墜面の範囲に鼈の痕跡を示す焼土、粘士は一切検出できない。遺物住居西側の床面圏

上より須恵器杯・高台付椀が出土し、これらが住居の年代を示すものと判断した。重 複 住居の東側で 7

号住居と重複する。この住居が 7 号住居の覆土を切って構築する土層断面の所見を得たが、それぞれの住居

に伴出する土器の型式は 6 住→ 7 住の順を示して、土層断面の所見と一致しない。方 位 ＋ 105 ゜ 面

積測定不可能。

7 号住居

形状住居の北半部が調査区域外のため、外形を確定することができない。床面某盤層を30cm掘り込

んで床面とする。確認した範囲の床面は平坦で良く整っている。柱 穴 確認した床面の範囲に柱穴と認定

できるピットはない。竃跡 東壁に設置する。壁内に造り付けた長さ 15cmの袖部を検出した。燃焼部の北

半部が調査区域外のため全形を確認することはできないが、造り付けた袖部の末端部に補強用の石材を据え、

火床にも石製支脚を置く。煙道は確認できない。遺 物 住居南東部の床面に密着して須恵器高台付塊、住

居西側の床面直上より須恵器杯、鼈内より須恵器羽釜が出土し、これらが住居の年代を示す。重 複 住居

の西側で 6 号住居と重複する。 6 号住居がこの住居の覆土を切って構築する土層断面の所見を得たが、それ

ぞれの住居に伴出する土器の型式は 6 住→ 7 住の順を示して、土層断面の所見と一致しない。方 位

+141゜面積測定不可能。

18 



遺物観察表 3 
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号住居 遺物観察表 3

 

／之

゜

A (2, 2 5 7 2 6 A' 
-|117 1立

忍：：各：；苓：：各苓各：：苓：；；：：；各苓：苓忍：；忍各：冬
::::;::::::::::: ::;;;:;::::;:;:;;;:;:;::::::: 

B 1 2 2 7 3 7B'  

一 9 91  1---韮ー＝

L =87.0m 

1 : 80 2m 

1

2

3

4

5

6

7

 

茶褐色土。 Hr-FAを含む。

褐色土。 Hr-FAを含む。

裔覆土。

黄褐色砂質土。

暗茶褐色土。 Hr-FAを含む。

暗灰褐色土。溝の覆土。

灰褐色土。 2屠に近似する。

ロ `: 
゜ 1 : 4 10cm 

形 状

床
柱
0

0

 

る
い

住居の北半部が調査区域外のため、外形を確定することができない。確認した東西軸は3.3m を測

面
穴

基盤層を15cm掘り込んで床面とする。確認した範囲の床面は平坦で良く整っており、貼床はな

堕内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴と認定できるピットはない。竃 跡 東壁に設置する。燃

焼部は幅40cm、奥行き 30cmで全てを壁外に造り出し、煙道は火床の底面から緩やかな勾配で立ち上がる。遺

物 南壁際の床面直上より須恵器高台付椀・土師器杯が出士し、 これらが住居の年代を示す。重 複 他

の住居と重複することなく、単独で占地する。方 位 +103ー  面 積 測定不可能。
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1 0 号住居

1D I 
19住
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CD I 

A 3 3 A' 
_ 2 3 ,  | _ 

A' 

形状住居の北壁部は確認できないが、一辺3.lm

の超小形正方形住居と推定する。 2 号住居に住居の形

状、規模が比較的近似するが軸線の傾きが異なり、年

代も異なる。床面基盤層を25cm掘り込んで床面と

1 暗茶褐色砂質上。 Hr-FAを含む。

2 茶褐色土。 Hr-FA、焼土を含む。

3 暗黄褐色土。 Hr-FA、焼土、炭化物を

含む。

4 暗茶褐色土。焼土を多塁に含む。

く整っており、貼床はない。柱穴壁内に主柱穴は

なく、壁外にも柱穴と認定できるピットはない。竃

跡東壁のほぼ中央部に設置する。壁内に造り付けた

長さ 30cmの袖部を検出した。燃焼部は幅35cm、奥行き

60cmで、その約半分を壁外に造り出す。煙道は確認で

きない。貯蔵穴 住居の南東隅に直径50cm、深さ 30cm

の円形フ゜ラソで設ける。遺 物 貯蔵穴周辺部の床面

に密着して土師器杯、貯蔵穴内より土師器甕・須恵器蓋が出土し、

これらが住居の年代を示す。重複 住居の北半部で11号住居、鼈

の部分で19号住居とそれぞれ重複する。この住居が11住、 19住の覆

土を切って構築する土層断面、平面精査の所見を得た。それぞれの

住居に伴出する土器の型式からは、前後関係を明確に判定すること

ができない。方位＋116゜ 面積 8.83m刈推定）。

L =87.30m 

O 1 : 80 2m 

1· ヽ傘

彎『

“ 
、しヽ撼

i
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1 1 1 2 号住居

一

A
 

A' 

心ー一9で、―”- -• 
ノ言、

＞シ；

B
 

B
 

゜

L=87.20m 

1 : 80 2m 

1 1 号住居

形 状 北壁部と南壁部が他の住居と重複するため、外形を確定することができない。確認した東西軸は2.

8m を測る。床 面 基盤層を20cm掘り込んで床面とする。住居の南西部が攪乱を受けている他は、比較的

平坦で整っており、貼床はない。柱 穴 壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴と認定できるピットはない。

竃 跡 東壁に設置する。燃焼部は幅30cm、奥行き40cmで、その全てを壁外に造り出す燃焼部壁外型を呈す。

煙道は確認できない。貯蔵穴 鼈南側の東壁際に短軸40cm、長軸60cm、深さ 35cmの方形フ゜ラ‘ノで設ける。遺

物 住居中央部の床面に密着して須恵器坪、床面直上より須恵器皿・高台付碗、貯蔵穴内より須恵器皿が

出土し、 これらが住居の年代を示す。重 複 住居の南半部で10号住居、北半部で12号住居とそれぞれ重複

する。 10号住居がこの住居の覆土を切って構築する土層断面の所見を得た。 12号住居との新旧関係を判定す

る実証的な資料を欠くが、それぞれの住居に伴出する土器の型式は 11住→12住の順を示す。方 位

+ll0ー 面 積 測定不可能。

1 2 号住居

形 状 住居の北半部が調査区域外で、南半部が他の住居と重複するため、外形を確定することができない。

確認した東西軸は2.8m を測る。床

で良く整っており、貼床はない。柱

面
穴

基盤層を20cm掘り込んで床面とする。確認した範囲の床面は平坦

壁内に主柱穴はなく、壁外にもこの住居に伴うピットは確認でき

ない。竃 跡 東壁に設置する。北半部が調査区域外のために燃焼部の全形を確認することはできないが、

奥行き60cmの燃焼部を全て壁外に造り出す燃焼部壁外型を呈す。煙道は確認できない。遺 物 鼈内の火床

直J:.より土師器杯・須恵器杯が出土し、 これらが住居の年代を示す。重 複 住居の南半部で11号住居と重

複する。新旧関係を判定する実証的な資料を欠くが、それぞれの住居に伴出する土器の型式は11住→12住の

順を示す。方 位 +ll0ー 面 積 測定不可能。
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遺物観察表 4 
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1 3 号住居

b¥ 

/。_
2 1 

11 ` X 6 
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13住
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20住

m 1 

A A' 
_ 3 1 2 
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1 暗褐色土。軽石、炭化物を含む。

2 暗黄褐色土。黄色ヽンルトを含む。

3 茶褐色土。黄色ヽンルトを含む。

B 20住 13住 B'
— 3 

言↓-------二三主ーニ―..—

C C' 

D
 

D
 

L =87.20m 

0 1 : 80 2m 

疇
日ベ

遍

形状住居の南半部が調在区域外のため、全形を確

認することができない。確認した東西軸は4.lm を測

る。床面基盤層を20cm掘り込んで床面とする。床

面は全体に平坦で良く整っており、貼床はない。柱

穴整内に主柱穴はなく、壁外にもこの住居に伴うピッ

トは確認できない。竃跡東壁に設置する。残存状

態が悪く燃焼部の状況は不明であるが、煙道部の状況

からみで燃焼部壁内型の可能性が高い。貯蔵穴 東壁

際の南側に直径80cm、深さ 40cmの不整円形プランで設

ける。寵が燃焼部壁内型であるとすれば、この位置は

寵と重複することになり、住居とは年代の異なる遺構

の可能性もあるが、貯蔵穴内より出士する士器と床面

から出士する土器に型式差が認められないため、この

住居に伴うものと判断した。したがって、鼈とは同時

に機能していない可能性がある。遺物貯蔵穴北側

の床面に密着してロクロ土師器杯、貯蔵穴南側の床面

に密着して須恵器杯・高台付塊、住居北東隅の床面に

密着して士師器杯・須恵器皿、貯蔵穴内より須恵器高

台付椀・杯が出土し、これらが住居の年代を示す。重

複 住居の西半部で20号住居、 22号住居とそれぞれ

重複する。この住居が20住、 22住の覆士を切って構築

する平面精査の所見を得た。伴出する土器の型式は20

住→13住の順を示す。方位十116゜ 面積測

定不可能。
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遺物観察表 4ｷ5 

` 3  

三

ロニ三〖
I ¥¥ 9 

▽ニニシ4

`1  

ロ量

口5

13号住居構築面出土遺物

口 □□ 
/
H
\
＼
ぃ
＼8

: 

゜ 1 : 4 10cm 13号住居出土遺物
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13号住居出土遺物

遺物観察表 5 

□3 
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10cm 
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1 4 号住居

---J•—• 

0
1

麟:>
¥
A
 

A
 

゜

A 1 2 3 A' 

/-=デ
B B' 
_ 3 1 2 -

1 •••一1 一松：：蒋
:::;;::;;;:::::::;;::::;:;:;:::;::;::;:::::::::::::::::;;;:::;;::;:::::;:::::::::::::::;:::::::::::;:;:::::;:::~ 
::::::::::::::::::::::::::::::::;:;:;:::::::::::::;;::::;;;:::;:::::;:::::::::;:::::;:;:::::::;;::::;;::::;::::: 

L =87.20m 

1 : 80 

C C' 
- 2 -

— D 2 D' 

――岸琴言、..9

2m 

1 暗茶褐色士。若干の軽石、炭化物を含む。

2 暗黄褐色土。黄色シルト粒を多く含む。

3 黄褐色土。黄色・ンルトの崩落したもの。

鼈

l 暗茶褐色土。黄褐色・ンルトを含み、砂質。

2 暗灰色土。炭化物、焼土、灰が混じる。

形状短軸2.0m 、長軸2.8m で、南北に長軸をもつ超小形横長長方形住居。 36号住居に住居の形状、規模、

軸線の傾きが近似し、伴出する土器の年代も近い。床 面 基盤層を15cm掘り込んで床面とする。床面は全

体に平坦で良く挫っており、貼床はない。東壁際南側を後世の土痰が切る。柱 穴 壁内に主柱穴はなく、

壁外にも柱穴と認定できるピットはない。竃 跡 東壁の南側に設置する。重複する土城に切られて全形を

確認することはできないが、燃焼部は幅40cm、奥行き40cmで、その全て壁外に造り出す燃焼部壁外型を呈す

ものと考えられる。遺物 住居南東隅の床面に密着して須恵器皿、東壁際北側の床面直上より土師器甕、

鼈内より土師器甕が出土し、これらが住居の年代を示す。重 複 他の住居と重複することなく、単独で占

地する。方位十87゜面積 5.97m'o

i: `\、.
: • ~ 

｀今 9
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14号住居構築面 遺物観察表 6 

0 1:80 Zm 

文

// 2 
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:
11 

ゞ
｛

9
(
 

\ ) ー
// 5 ”’ 

O 1:4 10cm 

14号住居出土遺物
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1 5 号住居

‘ミ
ai I A

 
A' 

B
 

B
 

A' 

m I 

1 暗褐色土。軽石、炭化物を含む。

2 茶褐色士。黄色ヽンルト粒を含む。

L =87. lOm 

0 1 : 80 2m 

形状 住居の北半部が調在区域外のため、外形を確定することができない。確認した東西軸は3.Sm を測

る。床 面 基盤層を30cm掘り込んで床面とする。床面は住居の南東部を土壊に、北西部を井戸にそれぞれ

切られているが、確認した面は平坦で整っている。住居南西隅のピ；；トは、この住居に伴うものか否かの判

定ができない。柱穴壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴の痕跡がない。竃跡東壁に設置する。重複

する土城に切られて、燃焼部の全形を確認することはできないが、幅50cm、奥行き60cmでその全てを壁外に

造り出す燃焼部壁外型を呈すものと考えられる。煙道は火床の底面から緩やかに立ち上がる。遺物 住居

南西隅の床面に密着して土師器杯が出土し、これが住居の年代を示す。重複 他の住居と重複することな

く、単独で占地する。方位十84゜ 面積測定不可能。
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15号住居鼈 遺物観察表 6
 co I en I 

A
 

a:i I ml 

A A' 

一 7 ―

こ
裔
1
2
3
4
5
6
7

明茶褐色土。焼土、炭化物を含む。
焼土。

灰・炭化物。

茶褐色土。灰、焼土、炭化物を多く含む。
黄色ヽンルト愚。袖基部の地山層。

暗茶褐色土。若干の炭化物、焼士を含む。
焼土・炭化物プロック。

15号住居構築面

ヽ

゜ 1 : 80 2m 

ご□］

口

口

ーニ1

゜

L =87. 10m 

1 : 40 lm 

::::--:)2 

/>

3多

\~/ 

／
ぃ
。 1 : 4 10cm 

|(v| 

c
 

゜

g
 
1 : 2 5 cm 物遺土出居住ー

[
こ
碍
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1 6 号住居

\ 

A
 

A
 

7 •6 

A' 

34712839  75?  

二言疇三豆

A' 
l 明茶褐色土。軽石を含む砂質土。

2 暗茶褐色土。軽石、炭化物を含む。

3 茶褐色士。若干の軽石、炭化物を含む。

4 暗黄褐色士。黄色シルト粒を含み、砂質。

5 茶褐色土。軽石、炭化物を含み、やや砂質。

6 明茶褐色土。若干の炭化物を含み、やや砂質。

7 明黄褐色土。黄色・ンルトを含み、砂質。

8 褐色土。炭化物を多く含む。

9 明褐色土。黄色ヽンルト混入。

10 茶褐色土。若干の軽石を含む。

L=87.70m 

o 1 : 80 Zm 

形 状 住居の北半部が調査区域外のため、外形を確定することができない。確認した東西軸は3.9m を測

る。床 面 基盤層を20cm掘り込んで床面とする。住居の中央部を深さ 30cmの不整形に掘り込み、この中に

貼床を施して全体に平坦な床面を造る。柱 穴 壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴と認定できるピットは

ない。竃跡確認した範囲の壁面に、鼈の痕跡を示す焼土、粘土は一切検出できない。遺物住居南西

隅と中央部の床面直上より士師器甕、西壁際の床面直上より須恵器杯が出士し、これらが住居の年代を示す。

この他に西壁際の床面直上より刀子が出土する。重 複 他の住居と重複することなく、単独で占地する。

方位十92゜ 面積測定不可能。
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遺物観察表 6 

16号住居構築面
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O 1 : 80 2m 
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゜ 1 : 4 10cm 

゜゜ o 1 : 2 5cm 
16号住居出土遺物
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1 7 号住居

ー

A

l

 

A L =87. lOm A' 
- 3 1 2 3 -

` 
I, B L =87.70m B

 
27;濤 8 1'6 

勺／ ゜ 1 : 80 2m 

1 耕作士。

1' 耕作土。鉄分を含む。

2 暗茶褐色土。軽石、若干の炭化物を含む。

3 茶褐色土。軽石を含む。

4 明茶褐色土。黄色ヽンルト粒を含む。

5 褐色土。軽石、若干の黄色ヽンルト粒を含み、やや砂質。

6 暗灰褐色土。若干の軽石を含み、やや砂質。

7 暗褐色土。若干の炭化物を含む。

8 明褐色士。若干の軽石、黄色ヽンルト粒を含む。

9 暗黄褐色土。黄色ヽンルト粒を多く含む。

10 暗灰褐色土。炭化物、灰を含む。

11 黄褐色土。炭化物、黄色シルトが混士。

12 茶褐色土。黄色ヽンルト、若干の炭化物を含む。

13 明茶褐色士。黄色シルトを含む。

2~5層まで住居覆土。

形状 住居の南半部が調査区域外で、西壁部は掘り込みが浅いために、全形を確認することができない。

床 面 基盤層を15cm掘り込んで床面とする。床面は住居の西側を南北に後世の溝が切り、この溝より西側

は掘り込みが浅いために明確には捉えられない。確認した範囲の床面は平坦で良く幣っている。東壁際南側

のピットは、この住居に伴うか否かの判定ができない。柱 穴 壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴と認定

できるピソトはない。竃跡 東壁に設置するが掘り込みが浅いために、燃焼部の状況は不明である。遺

物 住居中央部の床面直上より須恵器坪が出士し、これが住居の年代を示すものと判断した。この他に東壁

際の床面直上より刀子が出土する。重 複 住居の西側で24号住居と重複する。新旧関係を判定する実証的

な資料を欠くが、それぞれの住居に伴出する土器の型式は24住→17住の順を示す。方位 十80゜ 面積

測定不可能。
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17号住居構築面
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17号住居出土遺物
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1 8 号住居

一
I‘ •’’’ 

遺物観察表 7 

-do 

1 耕作土。

l' 耕作土。鉄分含む。

L =87.20m 
2 暗褐色士。軽石を含み、やや砂質。

A - -- A' 3 褐色土。若干の軽石、炭化物を含む。黄色ヽンルト
ー 5 2 — 

43紺ナ
L =87.60m 

B 1'.  _ B' 
- 4 8 ,  7 -

10 11 I 

2 仝：菱：望：9
1 2 3 ．詞：祠翁裟

岳：；：寄：呂：：翠．．．．．．．心．．．心·.....•. •. •••ふ沿：：：菱：翠：菱祢：呂：寄：ら：·：·:ｷ:ｷ: ｷ:ｷ:ｷ:ｷ: ｷ:ｷ:ｷ : ｷ:ｷ:ｷ:ｷ :ｷ:ｷ:ｷ:ｷ:ｷ:ｷ: • :ｷ:ｷ:ｷ :ｷ:ｷ: 

'、ここ一｀

粒多い。
4 明褐色士。若干の軽石を含む。黄色シルト多い。

5 黄褐色士。黄色シルトプロックを多く含む。

6 暗黄褐色土。黄色ヽンルトプロック、若干の炭化物

を含む。

7 黄褐土。黄色シルト、軽石を含む。

8 暗黄褐色土。黄色ヽンルト、軽石を含む。

9 暗青灰褐色土。軽石を若干含み、砂質。

10 青灰褐色土。若干の炭化物を含み、砂質。

11 暗青灰褐色土。若干の炭化物を含み、砂質。

12 黒褐色士。黄色シルトを含む。

2~8層までは住居覆土
゜ 1 : 80 2m 5 • 6層はピソト

形状住居の南西部が調資区域外のため、外

形を確定することができない。確認した東西軸

は4.9m を測る。床面基盤層を40cm掘り込

んで床面とする。住居の東側を南北に、住居の

北側を東西にそれぞれ後世の溝が切る。また、

住居の南東部は士漿に切られるが、確認した範

囲の床面は平坦で整っている。柱穴壁内に

主柱穴はなく、壁外にも柱穴と認定できるピッ

トはない。竃跡東壁に設置するが、掘り込

みが浅いために僅かな焼土を検出したにすぎな

い。遺物住居の覆土内より須恵器蓋・土師

器杯が出土し、これを除いて住居の年代を判定

できる遺物はない。重複他の住居と重複することなく、単独で占地する。方位十89゜ 面積測

定不可能。

戸二＝可 1

⑥ 

62土 I l ¥ / 、ク/ 2 

------1 
0 1 : 80 。ヒ 1 : 4 10cm 
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1 9 号住居 遺物観察表 7 

／乙ヤ 20住｀＜ 11
<̀ I 

E

呂

L
B
1
1
J
く

1 耕作土。

2 茶褐色士。少量の軽石を含む。

3 暗黄褐色士。少贔の軽石、炭化物を含む。

4 明茶褐色土。少揖の軽石、炭化物を含む。

5 明褐色土。炭化物の混入多い。

6 暗黄褐色士。軽石の混入少ない。黄色シルト混入。

7 黄褐色土。軽石、黄色シルトを含む。

8 褐色土。軽石、黄色、ンルトを含む。

9 明褐色土。軽石を多く含む。

10 黄褐色土。黄色シルトを多く含む。

11 茶褐色土。若干の黄色ヽンルトを含む。

12 暗茶褐色土。若干の軽石を含む。

O 1 : 80 2m 

19号住居構築面

形状 住居の南半部が調査区域外で、住居の東半部が他の住居

と重複するため、外形を確定することができない。床 面 基盤

層を40cm掘り込んで床面とする。確認した範囲の床面は平坦で整っ

ている。柱穴壁内に主柱穴はないと判定した。住居中央部に

直径25cm、深さ 20cmの柱穴様ピットをもつが、住居の外形が確定

できないため、この住居に伴うか否かの判定ができない。竃 跡

確認した壁面に鼈の痕跡を示す焼土、粘土は検出できない。遺

物 住居東側の床面直上より須恵器杯•土師器台付甕が出土し、

これらが住居の年代を示すと判断した。重複 住居の西側で10

号住居、東側で20号住居とそれぞれ重複する。また、 1 号掘立柱

建物、 2 号掘立柱建物と重複する。 10号住居がこの住居の覆土を

切って構築する平面精査の所見を得たが、それ以外の重複に関す

る新旧関係を判定する実証的な資料はない。伴出する土器の型式

は20住→19住の順を示す。方位測定不可能。 面積測定

不可能。

＼ー

ニ3

こ—

゜ 1 : 4 10cm 
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2 0 号住居

- A
 

A' 

B
 

B
 

゜

L =87.00m 

1 : 80 2m 

形 状 北壁部が他の住居と重複するため、外形を確定することができない。確認した東西軸は3.2m を測

る。床 面 基盤層を僅かに掘り込んで床面とする。床面は住居の中央部から北側にかけての部分を後世の

土堀に切られるが、確認した範囲の床面は平坦で良く整っている。柱 穴 壁内に主柱穴はなく、壁外にも

柱穴と認定できるピットはない。竃跡 東壁に設置するが、掘り込みが浅いために詳細は不明である。壁

溝 幅20cm、深さ 10~20cmで、西壁部から住居南東隅にかけての壁下に巡る。遺物住居南東部の壁溝

直上より士師器杯、西壁際南側の床上17cmの位置から須恵器高台付椀が出土し、これらが住居の年代を示す

ものと判断した。重複 住居の東側で13号住居、西側で19号住居、北側で21号住居とそれぞれ重複する。

13号住居がこの住居の覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。 19 • 21住との新旧関係を判定する実証

的な資料はないが、伴出する土器の型式は20住→13 • 19 • 21住の順を示す。方位 ＋ 103゜ 面積測

定不可能。
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遺物観察表 7 
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20号住居出土遺物
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万□＼
O 1 : 4 10cm 

20号住居構築面出土遺物
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2 1 号住居

ー／ マ霞 LE 
藩、 C

叫＼Y ―

` 

A
 

A' 

B
 

B
 

c
 

C' D
 w-

L =87.20m 

o 1:80 2m 

形状 住居の北半部が調査区域外で、南半部で他の住居と重複するため、外形を確定することができない。

確認した東西軸は5.0m を測る。床 面 基盤層を35cm掘り込んで床面とする。床面は住居の南半部が重複

する土城に切られる他は平坦で良く整っており、貼床はない。柱 穴 壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴

と認定できるピットはない。竃 跡 東壁に設置する。燃焼部は幅60cm、奥行き60cmで、その全てを壁外に

造り出す燃焼部壁外型を呈す。煙道は確認できない。遺 物 東壁際南側の床面直上より土師器杯、寵西側

の床面直上より須恵器杯、住居北東部の床面直上より土師器杯・須恵器高台付椀が出土し、これらが住居の

年代を示す。また、覆土内より銅製舵尾が出土しているが、この住居に共伴するか否かの判定ができない。

重 複 住居の南半部で13号住居、 20号住居と重複する。いずれも新旧関係を判定する実証的な資料を欠く

が、伴出する土器の型式は20住→21住の順を示す。方位＋106゜ 面積測定不可能。
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遺物観察表 8 
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O 1 : 4 10cm 21 号住居出土遺物
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遺
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O 1 : 2 5cm 
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21号住居出土遺物
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21号住居構築面出土遺物 O 1 : 4 
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2 3 号住居

一

遺物観察表
, 

字

ー

e-

0
6
 

、< | 

-:i: I 

鼈
1
2
3
4

褐色土。軽石、炭化物を含む。

黒灰色土。炭化物、焼土層。

明褐色土。焼土、灰を含む。

黄色土。黄色シルト。

゜

L =87.20m 

1 : 80 釣l

形 状 住居の北半部が調査区域外のため、外形を確定することができない。確認した東西軸は3.4m を測

る。床 面 基盤層を15cm掘り込んで床面とする。確認した範囲の床面は平坦で良く整っている。柱 穴

壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴と認定できるピットはない。竃 跡 東壁に設置する。燃焼部は幅40cm 、

奥行き 30cmの半円形で、その全てを既外に造り出す燃焼部壁外型を呈す。煙道は確認できない。遺 物 南

墜際東側の床面に密着して土師器甕、西壁際の床面に密着して土師器杯、寵手前の床面直上より土師器杯が

出士し、 これらが住居の年代を示す。重 複 他の住居と重複することなく、単独で占地する。方 位 + 

93ー 面 積 測定不可能。

23号住居構築面

口―〖l1
ー 2

゜ 1 : 80 2m 

／ロ-- \< \3

゜ 1 : 4 10cm 
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遺物観察表 9 

口

8
 

{‘ 
一二

l
 

/ 

：
い しーに三

三

＝ニ

こ／I

J 

` ~ 

‘” 
゜
1 : 4 10cm 

'‘"7 、、, /パ

" ̀’`—’’ 
l~-,--,-'- 、. fl , ...-.} L... -,1  II’‘ ヽ I T ヽ IJ JI 』

• ll 

こ ゜
12 

こ

言
口

こ
44 

23号住居出土遺物 ゜
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2 4 号住居

A
 lo I 

A' 

一

53土
□
 

旦 5 1 2 

三：
鼈
1
2
3
4
5
6

茶褐色士。若干の軽石を含む。

黄褐色士。焼土、炭化物を多く含む。

赤褐色土。焼土プロック。

暗黄褐色土。焼土を含む。

明黄褐色土。焼土、炭化物を含む。

黄褐色土。砂質、若干の焼土、炭化物を含む。

,, 7 

81 土 / 
゜

L =86.90m 

1 : 80 2m 

形 状 住居の南半部が調査区域外で、全体に住居の掘り込みも浅いために、東壁の一部と寵を検出するの

みで外形は確定できない。床 面 基盤層を僅かに掘り込んで床面とする。床面は重複する土壊に多くの部

分を切られて、明確に把握することはできない。柱 穴 壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴と認定できる

ピットはない。竃 跡 東槌に設置する。掘り込みが浅いため全形を把握することはできないが、燃焼部は

幅40cm、奥行き50cm程で、その全てを壁外に造り出す燃焼部壁外型と推定される。遺 物 住居中央部の床

面に密着して土師器杯、住居南東部の床面直上より土師器鉢・須恵器杯、鼈内より須恵器高台付椀が出士し、

これらが住居の年代を示す。重 複 住居の東側で17号住居と重複する。新旧関係を判定する実証的な資料

を欠くが、それぞれの住居に伴出する土器の型式は24住→17住の順を示す。方 位 +104゜（推定）。面

積 測定不可能。
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24号住居出土遺物
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2 5 号住居
v̀ 

<(I 

A
 

A' 

鼈
1
2
3
4
5
6

゜

L =87.oom 

1 : 40 lm 

茶褐色土。黄色・ンルト、軽石を若干含む。

暗褐色土。黄色シルト、軽石を若干含む。

黒褐色土。炭化物、焼土、黄色ンルト、軽石を含む。

赤褐色土。焼土層。

黒灰色土。炭化物、灰層。

暗茶褐色土。炭化物、焼土、灰が多量に混しる。 住居の大半の部分を重複する溝に切られて、鼈の部分

以外は確認できない。籠ば燃焼部の幅35cm、奥行き60cmで、その全てを壁外に造り出す燃焼部壁外型と推定

される。内部より土師器甕の破片が出士し、 これは復原が不可能であるが9世紀後半代の年代を示す。
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2 6 号住居, 
i
 

A
 

A' 

31 住

形 状

る。床

~3 

,! 

゜

¥4  

L =87.50m 

1 : 80 

＿＿＝三三可＝三三三「▼
::. 9. 

1

2

3

4

5

6

7

 

耕作土。

暗灰褐色士。 As-B を含む。

暗黄褐色士。 As-B を含み、鉄分の沈着が認められる。

淡茶褐色土。 Hr-FAを含む。

暗灰褐色土。 Hr-FA、 As-B を含む。

淡黄褐色土。 Hr-FA、黄褐色砂質土を含む。

黄褐色砂質土。

2m 

住居の北半部が調査区域外のため、外形を確定することができない。確認した東西軸は3.8m を測

面 基盤層を25cm掘り込んで床面とする。確認した範囲の床面は平坦で良く整っている。柱 穴

壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴と認定できるピットはない。竃 跡 確認した範囲の壁面に寵の痕跡を

示す焼土、粘士は一切検出できない。遺 物 南壁際中央部の床面に密着してロクロ土師器坑、南壁際東側

の床面直上より灰釉陶器椀、住居南東部の床面直上より土師器杯・甕・須恵器杯が出土し、 これらが住居の

年代を示す。 この他、住居中央部の床面直上より鎌が出土する。重 複

31号住居がこの住居の覆土を切って構築する平面精査の所見を得た。方

住居の西側で31号住居と重複する。

位 +87ー 面 積 測定不可能。
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26号住居構築面 遺物観察表 10 

i
 

31住 I\

I I ` 
。 1 :80 2m 

~\~/~ i□[ 
5
 

C
日
日
日
U

0 1 : 2 5cm 

：ニ

[ 7

二三言二三
8
 

26号住居出土遺物 O 1 : 4 10cm 
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2 7 号住居

A
 

8 5 4 - - 8' 
— 6 / 3 I 3 7 ~ I 1 一

゜

L =87.00m 

1 : 80 2m 

1

2

3

4

5

6

 

7
 

暗褐色土。粒子細かくシルト質。黄褐色シルトブロノクを含む。新しい木根等による攪乱。
褐色土。粒子細かくンルト質。灰黄褐色ンルトプロノクを多く含む（溝の埋土）。
黄褐色士。粒子細かくシルト質。褐色ヽンルトプロノク、少量のHr-FP小粒を含む。
暗褐色土。粒子細かくシルト質。褐色シルトプロyク、少量のHr-FP小粒を含む。
褐色士。粒子細かくシルト質。暗褐色土、灰黄褐色ンルトプロyク、少鼠のHr-FP粒を含む。
褐色土。粒子細かくンルト質。 5層に類似するが暗褐色士ブロソクが少なく、 Hr-FP粒はほと
んど含まず。

褐色士。粒子細かくシルト質。灰黄褐色のシルトプロノクを多く含む。

形 状 短軸2.4m 、長軸2.7m で、東西に長軸をもつ

超小形縦長長方形住居。東壁に対して西壁がやや短い

不整長方形を呈す。 この遺跡では全形を確認できる住

居が少ないが、超小形縦長長方形に分類できるのはこ

の住居のみである。床 面 基盤層を20cm掘り込んで

構築面とする。構築面は主として住居の東半部にいく

つかのピットをもつ他は平坦である。 この面に厚さ 5

cmの貼床を一様に施して生活面とする。生活面は全体

に平坦で良く整っている。住居の北西隅から甑にかけての部分を後世の溝が切るが、溝の底面は生活面を掘

り込んでいない。柱 穴 壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴と認定できるピットはない。竃 跡 東墜の

南側に設置するが重複する溝に切られて、詳細は不明である。燃焼部は幅40cm、奥行き50cm程で、その全て

を壁外に造り出す燃焼部墜外型と推定される。貯蔵穴 住居の南東隅に直径40cm、深さ 20cmの不幣円形プラ

ソで設ける。遺

る。方 位

27号住居構築面

物

+131 ー  

復原が可能な伴出土器はない。重

面 積 6.46m20 

1 : 80 

複 他の住居と重複することなく、単独で占地す

゜ 2m 
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2 8 号住居 28号住居構築面
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茶褐色土。 As-B を含む。

淡茶褐色土。 As-B を含む。

暗茶褐色土。砂質だが硬い。

茶褐色土。焼土、炭化物を含む。

暗灰褐色砂質土。 As-B を含む。

゜

L =87. lOm 

1 : 80 2m 

形 状 短軸3.4m 、長軸4.lm で、東西に長軸をもつ小形縦長長方形住居。 44号住居に住居の形状、規模、

軸線の傾きが比較的近似するが、伴出する土器の年代は異なる。床 面 基盤層を30cm掘り込んで床面とす

る。床面は全体に平坦で良く整っており、貼床はない。柱 穴 壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴と認定

できるピットはない。竃 跡 確言忍した壁面に鼈の痕跡を示す焼土、粘土は一切検出できない。遺 物 床

面に密着した土器はないが、床面上5~20cmの範囲に土師器坑・嬰、 ロクロ土師器杯・須恵器杯・鉄鏃・鉄

製紡錘車の軸が出土する。 これらの土器には大きな型式差が認められないため、住居の埋没過程の一時期に

廃棄されたものと考えられ、

的近いものと判断した。重

この住居に共伴するものではないが、住居の年代はこれらの土器の年代に比較

複

構築する平面精査の所見を得、

住居の南西隅で29号住居と重複する。 29号住居がこの住居の覆土を切って

これはそれぞれの住居に伴出する土器の型式が示す順序とも矛盾しない。方

位 +710 面 積 13.68m' （推定）。
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遺物観察表 10ｷ 11 
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28号住居出土遺物
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2 9 号住居
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1 耕作土。

2 褐色土。 As-A 、 Hr-FP、炭化物を含む。

3 暗褐色土。 As-A 、 Hr-FPを少量含みシルト質。

遺物観察表 11 

り白

L =87.70m 

。 1 : 80 2m 

4 黒褐色士。少量のAs-A 、 Hr-FP、若干のシルトを含む。

5 黄褐色土。シルトを多く含む。

6 褐色土。シルトを含む。

7 暗茶褐色土。 As-A 、 Hr-FPを少量含み、シルト粒多い。

8 茶褐色士。 As-A 、 Hr-FP、シルト粒を多く含む。

9 黒色土。 As-A 、 Hr-FPを多く含む。

10 黒色土。 As-A 、 Hr-FPを少最含む。

11 暗茶褐色士。 As-A 、 Hr-FP、炭化物を含む。

12 茶褐色士。 As-A 、 Hr-FPを少量含む。

13 褐色土。シルト、 As-A 、 Hr-FPを少量含む。

形状住居の大半の部分が調資区域外のために、外形を確定することができない。床面基盤層を30cm

掘り込んで床面とする。確認した範囲の床面は平坦で良く整っており、貼床はない。柱 穴 確認した床面

の範囲に主柱穴はなく、壁外にも柱穴の痕跡がない。竃跡 確認した範囲の壁面に鼈の痕跡を示す焼土、

粘士は一切検出できない。遺 物 住居東側の床面直上より須恵器高台付碗、覆土内より須恵器皿・土師器

甕が出士し、これらに型式差が認められないため、これらが住居の年代を示すものと判断した。重 複 住

居の北西部で28号住居と重複する。この住居が28住の覆土を切って構築する平面精査の所見を得、この順序

はそれぞれの住居に伴出する士器の型式が示す順序とも矛盾しない。方位 十89゜ 面積測定不可能。

29号住居構築面

゜ 1 : 80 2m 

三／
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゜ 1 : 4 10cm 
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3 0 号住居
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淡茶褐色土。 Hr-FA、 As-B 、少最の炭化物を含む。

褐色土。 Hr-FA、黄褐色砂質土を含む。

暗黄褐色土。 Hr-FAを含む。

暗黄褐色砂質土。

褐色土。 Hr-FAを含む（床面に貼ったものか？）。

¥ I; 

¥ l  
•9年9・包‘ ’9.9 

" ー ''.9

”‘ ；入や•,

¥ I; 

`2  

゜ 1 : 4 10cm 

形 状 住居の南半部が後世の溝に切られているため、全形を確認することができない。確認した東西軸は

3.8m を測る。床

床はない。柱 穴

面 基盤層を25cm掘り込んで床面とする。確認した範囲の床面は平坦で整っており、貼

壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴の痕跡がない。竃 跡 確認した範囲の壁面に鼈の

痕跡を示す焼土、粘土は一切検出できない。遺 物 住居西側の床面直上より須恵器杯、住居東側の床面直

上よりロクロ土師器杯が出土し、 これらが住居の年代を示すものと判断した。重 複 他の住居と重複する

ことなく単独で占地するが、 立地する位置的な関係から 29号住居との同時存在はあり得ない。方 位

+78ー 面 積 測定不可能。

30号住居構築面

/ 
28溝

゜ 1 : 80 2m 
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3 1 号住居

‘ミ io / 

A 

OJ / 

A A' 

箭

1 茶褐色土。少籠のHr-FP、炭化物、シルトを含む。

2 褐色土。少贔のHr-FP、炭化物、シルトを含む。

3 赤褐色士。焼土プロック、炭化物翔。

4 明褐色土。シルト、炭化物を含む。

5 暗褐色土。多籠の炭化物、少屈のHr-FPを含む。

6 赤褐色土。焼土、炭化物層。

7 黒灰色士。灰陪。

8 明茶褐色土。シルト、炭化物を含む。

9 黒灰色土。灰層。

L =87.00m 

o 1:80 2m 

形 状 住居の西半部が重複する濶に切られて、外形を確定することができない。確認した南北軸は3.6m

を測る。床 面 基盤層を35cm掘り込んで床面とする。確認した範囲の床面は平坦で良く整っており、貼床

はない。柱穴壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴の痕跡がない。竃跡東壁の中央部に設置する。燃

焼部は幅40cm、奥行き60cmで、その全てを堕外に造り出す燃焼部壁外型を呈す。貯蔵穴 住居の南東隅に直

` 

径50cm、深さ 25cmの円形プラソで設置する。遺物

鼈内より土師器甕、鼈手前の床面直上より須恵器高台

付塊が出土し、これらが住居の年代を示す。この他に、

住居南東隅の床面に密着して刀子が出土する。重 複

住居の東側で26号住居と重複する。この住居が26住

の覆土を切って構築する平面精査、土層断面の所見を

得た。方位十70゜ 面積測定不可能。
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31号住居構築面 遺物観察表 11 

\ 

゜

ニニー-1

Q り
。

＼ク

王2

ヽ｀
こ ロ

/ 

// 3 

31 号住居出土遺物
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3 2 号住居 A
 
L =88. lOm A' 

ヽ

A
 

下
B B' 
2 3 

ご
C C' 

芦
,;;:::::;:::::::::;:::;::::;:;:::::::::::::::;:: 
:::::;::;:::;:::;:;:::::::::::::;;::::;::::::::: 

1

2

3

4

5

 

褐色土。現耕作土。

褐色士。明黄褐色ローム粒、 Hr-FP粒、炭化物を含む。

褐色土。 2層と同様であるが、しまりが弱く黄褐色ヽンルトプロ／クを含む。

褐色土。黄褐色シルトプロックを多く含む。

褐色土。 3層に類似。

゜

L=87.60m 

1 : 80 2m 

形 状 住居の西半部が調査区域外のため、外形を確定することができない。確認した南北軸は4.5m を測

り、東壁の北端に幅90cm、奥行き50cmの張り出し部をもつ。床 面 基盤層を40cm掘り込んで構築面とし、

この面に厚さ 10cmの貼床を施して生活面とする。確認した範囲の生活面は住居の中央部が後世の土漿に切ら

れている他は、平坦で整っている。柱 穴 確認した範囲の床面に主柱穴はなく、聖外にも柱穴の痕跡がな

い。竃 跡 東壁の南側に設置する。燃焼部は幅50cm、奥行き60cmでその全てを壁外に造り出す燃焼部壁外

型を呈し、焚口部の両側と奥壁の両側に石材を埋め込む。煙道は火床の底面から80cm伸びて、緩やかな勾配

で立ち上がる。火床中央部の両側に据えられた石材は支脚の可能性が高いが、向って左側の石材は高さが低

く、上部に須恵器高台付塊が置かれた状態で出士している。貯蔵穴 住居の南東隅に幅50cm、長さ 80cm、深

さ 25cmの不整長方形プランで設置する。遺 物 鼈内より土師器甕・須恵器高台付椀・羽釜、貯蔵穴内より

須恵器杯・高台付椀が出土し、 これらが住居の年代を示す。重 複 他の住居と重複することなく、単独で

占地する。方 位 +78ー 面 積 測定不可能。
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32号住居鼈

bl o I 

o | o | 

A A' 8 B' C C' 
4 

_ 叩疇90鬱8疇議'攣8 攣-: 

8 7 -

尋疇響彎彎量 麟
L =87.60m ゜ I : 40 lm 

箭．

1 暗褐色士。多晶のHr-FP微粒を層全体に含み、やや砂質。

2 暗褐色土。 1層に比べ若干の炭化物を含むため黒色味がやや強い。 Hr-FPの最は1層より少ない。

3 明黄褐色土。地山である明黄褐色砂質土で、プロック状に混入する。

4 赤褐色土。焼土が主体。若干のHr-FP微粒を含む。

5 茶褐色土。焼土が小プロソク状に混在する。

6 淡褐色土。少星の焼土を含み、 Hr-FP微粒をごくわずか含む。

7 黒色土。炭化物、灰、焼土層。

8 褐色土。焼土。

9 黄褐色土。焼土を10％含む。

10 黄褐色砂質土。焼土粒を10％含む。

32号住居構築面
Q 1 : 40 lm 

A L =87.60m A' 

゜ 1 : 80 2m 
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遺物観察表 12 

\ 

I.. r~、~ 3 

I I 2 

口 ¥--

32号住居出土遺物
O 1 : 4 10cm 
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12 

口 9

ぃ

遺物観察表

r 
ヽ

\ ＼二
匁豆
＾鯰認巧糾
勺巧篇
雫¢~ー一？し？

~:”、.

• 二

こシー 什
』
，
1
4

□3 ..,, • 
゜ 1 : 4 10cm 

32号住居出土遺物
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3 3 号住居` 
C' <̀ 1 

’’//9/9／＇ノ9, ＇，多-;,'

ぷりぶ

<I <I 

L =87.60m 
B,辺,...... B' 

L =88.30m 

O 1:80 2m 

c
 

南壁の一部を検出するのみで住居の外形を確定するこ

とができず、復原が可能な伴出土器もないために年代

も不明である。重複する 33号溝の覆土を切って構築す

る土層断面の所見を得た。方位測定不可能。面

積測定不可能。

C' 

1 褐色土。小礫を含む客士。

2 褐色土。耕作土。

3 にぶい黄褐色土。鉄分が斑文状に沈着し、明黄褐

色ヽンルト大プロックを含む。

4 にぶい黄褐色土。 3層に類似するが鉄分の沈着が

やや少ない。明黄褐色シルトプロソクを含む。

33号住居構築面

\ グ'
/ // I 

/ /‘ 

/ / / / 

／ク／ 9 

,,,, 

訊
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3 4 号住居 遺物観察表 12 

＼＼口
A
 

A' 

3 2 4 

→--—-「

t' 
し：＇、！り，1

''•·''. 
',\、

駅祖；＼i屯‘:」一ぐ＇も芯・ぞ9` ; ` Iｷ 1 ; 
食． 9, ぷ； i{’r, :',99  ：べ＇
.: ~．，ぶ＇夏．．忍，；：，Iど．

ら．，亀
,.,、そ

..., 
＾ヽ；．

1

2

3

4

 

褐色土。礫を含む客土。

にぶい黄褐色土。 Hr-FP小粒を含む耕作土。
褐色土。明黄褐色シルト大プロノク、明黄褐色ローム粒、 Hr-FP粒を含む。
にぶい黄褐色土。 3層に類似するがやや黒色味が強く、炭化物を含む。

゜

L =88.30m 

1 : 80 2m 

34号住居構築面 形 状 住居の大半の部分が調査区域外で、外形を確

定することができない。床 面 基盤層を15cm掘り込

＼ロニ
んで構築面とし、 この面に厚さ 5 cmの貼床を施して生

1 : 80 2m 
活面とする。確認した範囲の生活面は平坦で整ってい

る。柱 穴 確認した床面の範囲に主柱穴はなく、壁

、ル＜心
,9’` 

''•• 

9:‘`ゞ ←‘

ヽ,'. :··、
`~、'~\

‘r. ~ 

.'、,.

' 
＾ヽ

` ` 
'·、

‘’’ 

’` 

外にも柱穴の痕跡がない。竃 跡 確認した範囲の壁

面に鼈の痕跡を示す焼土、粘土は一切ない。壁

幅 5 cm、深さ 5 cmで、西壁下に巡る。遺

上よりロクロ土師器杯・須恵器甕が出土し、

住居の年代を示す。重

なく、単独で占地する。方

積 測定不可能。

口
f受l`，，

巧：｀恙·一ヽ＇，ーと·/

口

複 他の住居と重複すること

位 測定不可能。

` 

ー
ロ

物

溝

床面直

これらが

面

゜ 1 : 4 10cm 
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3 5 号住居

一 iD I 

u I ò 

A............. u,  
I ¥ { I- A‘ 

B ib~、 是へ／r—----—’

-----~, 
C i 

., 

O I 

A
 

-B' 

A' 

ul 

1

2

 

3
 

゜

L =87.60m 

1 : 80 2m 
4
 

褐色土。暗褐色土プロJク、明黄褐色ローム粒、 Hr-FP粒、少量の炭化物を含む。

褐色土。 1層に類似するか、にぶい黄褐色シルトプロノクを含む。 1層よりやや炭化物を

多く含む。

褐色土。 2層に類似するが、 2よりにぶい黄褐色ンルトプロノクを多く含み、 2より大き

な炭化物を含む。特に壁際に炭化物多い。

黄色砂質士。若干の褐色土をプロノク状に含む。

形 状

る。床

住居の南半部が調査区域外のため、外形を確定することができない。確認した東西軸は3.0m を測

面 基盤層を25cm掘り込んで床面とする。床面は全体に平坦で良く整っている。

居で、住居の中央部に向って崩れ落ちた炭化材が床面に密着して出土している。柱 穴

この住居は焼失住

壁内に主柱穴はな

く、壁外にも柱穴の痕跡はない。竃 跡 東壁に設置する。燃焼部は幅40cm、奥行き 40cmでその全てを壁外

に造り出す燃焼部壁外型を呈す。焚口部の右側に補強用に据えた石材を検出した。また、焚口部の手前に崩

れ落ちた状態で出土する石材は、焚口部に横架されていた可能性が高い。遺 物 篭内より須恵器壺、住居

北西部の床面直上より須恵器杯・高台付椀が出土し、 これらが住居の年代を示すと判断した。重 複 他の

住居と重複することなく、単独で占地する。方 位 +87ー 面 積 測定不可能。
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35号住居寵

col 

の I ai I 

A
 

A' 

゜

L =87.50m 

1 : 40 lm 

35号住居構築面

”ー\ 

翫
1
2
3
4
5
6

黒褐色士。 ¢2~4mm大のHr-FPを2~3%、褐色砂を5％含む。

黄褐色士。粘質士、黒褐色士プロソクを少々含む。

黒褐色土。黄褐色土粒、焼土粒を2~3％含む。

褐色士。焼土を30％含む。

暗褐色士。焼土を10%、黄褐色土プロ；；クを5％含む。

黄褐色粘質土プロック。

¢ヽ

を｀―

• 

ミ

゜ 1 : 80 2m 
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遺物観察表 12ｷ13 

ヽク 1

/ 

O 1 : 2 5cm 

口 ¥ // 

＼埒

35号住居出土遺物
0 1 : 4 10cm 
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3 6 号住居—|0 

D
、

口｀1 5 
D
 

A A' 

` 
B B' 

3 1 2 

娑： I孝：：蒻：：：
::::::::::•::::::::::::::::::;::::::::: 
::::::::::::::::;;:::::;::::::::::::::: 

住居

1 暗褐色土。 ¢2~5mm大のHr-FPを2~3%、黄褐色士プロノクを5％含む。

2 黒色土。炭化物が主体をなす。

2' 黒色土。炭化物、 Hr-FPを2~3％含む。

3 暗褐色土。 1陪に類似。 1層より Hr-FPを多く含む。

4 黄褐色土。プロック状。

5 黒褐色土。 ¢2~7mm大のHr-FPを5%、黄褐色土の小プロックを2~3％含む。

6 黄褐色土。灰白砂質土を小プロソク状に含む。

7 黄褐色土。 ¢2~3mm大のHr-FP粒を2~3％含み砂質土に近い。

8 黒褐色土。 5層に類似。 5層より Hr-FPが少ない。

9 黒褐色土。 Hr-FPをほとんど含まず、黄褐色土を10％含む。

10 黒褐色土。 9層に類似。 Hr-FP粒を 1％含む。

11 暗褐色砂質土。 ¢1~2mm大のHr-FPを 10％含む。

12 黒褐色土。 5層に類似。黄褐色土プロックはほとんどみられない。

13 黄褐色砂質土。

14 黒褐色土。黄色砂質土プロyクを50% 、 Hr-FP粒を1~2％含む。

15 黒褐色土。 14層と同様。 ¢2~3mm黄色粒を3~5％含む。

16 黒褐色土。黄色砂質土プロックを20%、黄色砂プロックを3~5％含む。

゜

L =87.50m 

1 : 80 

1 号ビット

1 暗褐色土。褐色砂プロソクを5％含む。

2 暗褐色土。褐色砂プロJクを20~30％含む。

3 暗褐色土。褐色砂プロノクを10％含む。

1 号土城

1 暗褐色土。 ¢2~3mm大のHr-FP粒を1%、炭化物を5％含む。

2 黄褐色土。黄色砂を5％含む（貼床的？）。

3 暗黄褐色土。黄褐色砂。 2層のプロックを10％含む。

4 黒褐色土。灰褐色砂を10％含む。

5 黒褐色土。灰褐色砂をプロック状に20％含む。

6 黒褐色土。灰褐色砂、黄褐色砂を10%、炭化物を2~3％含む。

2m 

形 状 短軸2.Sm 、長軸2.9m で、南北に長軸をもつ超小形横長長方形住居。 14号住居に住居の形状、規模、

軸線の傾きが近似し、伴出する土器の年代も近い。床 面 基盤層を50cm掘り込んで構築面とする。 この面

に厚さ 10~20cmの貼床を施して生活面とする。生活面は平坦で良く整っている。柱 穴 壁内に主柱穴はな

く、壁外にも柱穴の痕跡はない。竃 跡 東朔の南側に設置する。燃焼部は幅50cm、奥行き50cmの方形で、

その全てを既外に造り出す燃焼部壁外型を呈す。煙道は火床のほぼ底面から水平に1. lm 伸びて、 115゜の角

度で立ち上がる。貯蔵穴

径60cm、深さ 30cmの不整円形プラ‘ノで設置す

る。壁

西壁の北側から南壁にかけての壁下に巡る。

遺 物

住居の南東隅に直

溝 幅 5 ~10cm、深さ 5 ~10cmで、

鼈内より土師器甕・須恵器羽釜、鼈

西側の床面直上より灰釉陶器皿が出土し、

れらが住居の年代を示す。重

と重複することなく、単独で占地する。方

位 +89ー 面 積

複

こ

他の住居

7.54m'o 
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36号住居甑

ID I 

A
 

A' 

ヒ` 

[Jl I 

゜

徐
~
●
啜
盛
総
澤
澤
澤
燃
澤
澤
碑
澤
驚
響
響
碑
澤
響
ぃ
・

~
・□．
』
~
豆
｀

口

L =87.50m 

1 : 40 lm 
ー
ー

1
/

¥

I

I

 

I
I
 

' 

I

I

I

I

I

I

 

ー
ー
ー
ー
／

ー

0
ー
／

鼈
1
2
3
4
5
6

暗褐色土。砂質を呈し、 Hr-FP微粒を少依含む。

暗褐色土。ローム粒、 Hr-FP微粒を 1陪に比べやや多く含み、よく締まる。

褐色土。 Hr-FP微粒、炭化物をごくわずかに含む。

黄褐色土。焼土、褐色土の小プロ；；クを若千含む。

黄褐色土。砂質（天井部か）。

赤褐色土。焼土陪であり、天井部の焼けた部分と思われる。
゜ 1 : 40 lm 

36号住居構築面

I ロ

I ロ

A
 

A' 

゜

L =87.50m 

1 : 80 2m 
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遺物観察表 13 
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し
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O 1 : 4 10cm 

36号住居出土遺物

68 



3 7 号住居

一 □
]
I
 

a 

I 

A ""'  

4 
o. 

9゚0 

-A' 

3え

A 
4 6 2 3 

—-：活：·

A' 

塚：祠：菱：；

q:, I 

B L=88.10m B' 

三言二芦戸ニニ＝

1 耕作土。

2 暗褐色士。 ¢2~5mm大のHr-FPを1~2%、褐色砂を5%

含む。

3 黄褐色土。褐色砂を20%、暗褐色士プロyクを20%、¢
2~3mmのHr-FP粒を1~2％含む。

4 暗褐色士。if, 1~2mm大のHr-FP粒を1~2%、褐色砂を

10％含む。

5 黄褐色士プロック。

6 黄褐色砂質士。暗褐色土をプロノク状に20~30％含む

（床面を構成）。

L =87.80m 

o 1 : 80 2m 

形状住居の南西部が調壺区域外のため、

外形を確定することができない。床面基

盤層を20cm掘り込んで構築面とする。この面

に厚さ 10cmの貼床を施して生活面とする。確

マ認した範囲の生活面は平坦で良く幣っている。

ら柱穴壁内に主柱穴はなく、競外にも柱穴

の痕跡はない。竃跡東壁に設置するが、

重複する土壊に切られて燃焼部、煙道部の全

形は確認できない。壁溝幅10cm、深さ 10

cmで、北壁から東壁北側にかけての壁下に巡

る。遺物北壁際中央部の床面に密着して

須恵器杯、鼈内より土師器甕が出土し、これ

らが住居の年代を示す。重複他の住居と

重複することなく、単独で占地する。方位

+85゜ 面積測定不可能。
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37号住居鼈

a:i I 

, 2 土 ー ー . ー ー

m | 

A
 

A' 

B
 

B
 

鼈
1
2
3
4
5
6
7

明褐色土。粒子の細かい砂質土。

暗褐色土。 Hr-FP微粒を若干含む。

黒褐色土。若干のHr-FP微粒、炭化物を含む。

暗褐色土。 2層と同様であるが、若干の焼士を含む。

暗褐色士。炭化物、灰を多く含む。

黒褐色土。焼土粒を2~3%、黄色砂プロノクを10％含む。
黄色砂質土。焼土粒を1％含む。

゜

L =87.60m 

1 : 40 lm 

゜ 1 : 40 lm 
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遺物観察表 13 

37号住居構築面
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37号住居出土遺物
゜
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3 8 号住居

--/  | ai I 

45溝
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A
 

A A' 
- 4 3 -

—— l 

4 5 

4
 

L
 

B
-

B
 

二
[IJ I 

゜

L =87.60m 

1 : 80 2m 

1

2

3

4

5

 

褐色土。少贔のHr-FP微粒および細粒を層全体に含む。
褐色土。灰色を呈したシルト質のプロ、ノク、少最のHr-FP微粒を含む。

暗褐色土。 Hr-FP微粒の混入は1陪より少なく、焼土、シルトのプロックを含む。
暗褐色土。シルト質の土が混入しているため、やや灰色味を呈す。
暗褐色土。地山である黄褐色土をプロック状に含む。壁の崩壊土と思われる。

形 状 住居の東壁部が重複する講に切られているために、外形を確定することができない。確認した南北

軸は4.2m を測る。床 面 基盤層を30cm掘り込んで床面とする。床面は全体に平坦で良く整っており、貼

床はない。柱 穴 壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴の痕跡がない。竃 跡 東壁に設置していたものと

考えられるが、重複する溝に切られて確認できない。貯蔵穴 住居の南東隅に直径60cm、深さ 25cm、直径1.

Om 、深さ 20cmの2個の貯蔵穴様ピットを検出した。遺 物 住居南東隅の床面に密着して土師器甕．杯・須

恵器高台付椀が出土し、 これらが住居の年代を示す。重 複 他の住居と重複することなく、単独で占地す

る。方 位 +93ー 面 積 測定不可能。

~
 

ク
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遺物観察表 13ｷ14 
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38号住居出土遺物
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3 9 号住居

一
A

]

 

A 4 2A'  

_—- 二り一

1

2

3

4

5

 

暗褐色土。少址のHr-FP微粒を層全体に含む。

暗褐色士。 1層に比べやや黒色味が強い。 Hr-FP微粒の混入率は1層と同様。

褐色土。 Hr-FP微粒を若干含む。

明褐色土。地山である明黄褐色士が主体である。壁の崩壊土か。

暗褐色士。 Hr-FP微粒を若干含む。

゜

B 4 2 3 1 B
 127土

：9：淡：冷孟．苓蕊．忍．：·：··：哀：·：··ｷｷ:ｷｷ ··：知：·：···:·:·:·:·：文：寄：：：衷 ··1ふ·よ9．怜：筵：ざ：9
.::::::;;::::::::::::;:::::::;•:::::.::;::::::::::::::::::::::•:::::·::;:::;••::::::·:::::::·:::::·::;:::::9999:.:999:’’'9::::::99:;.'’::9::: 
::.::::.:::::::::::••:::::::::::::::;•:::::::::::::•:::;::::::::::::::::::::::•:::::::.::::::;::::.:·:::·:·:·:·:· :ｷｷｷ ｷｷ:ｷ:ｷ:ｷ ｷｷ:ｷｷ ｷｷ::::ｷ 

L =87.50m 

1 : 80 2m 

形 状

る。床

穴

住居の北壁部が調査区域外のため、外形を確定することができない。確認した東西軸は2.8m を測

面 基盤層を20cm掘り込んで床面とする。床面は全体に平坦で良く整っており、貼床はない。柱

壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴の痕跡がない。竃 跡 東壁に設置する。燃焼部を重複する士壊に

切られて全形を確認することはできないが、燃焼部の全てを壁外に造り出す燃焼部壁外型と推定される。貯

蔵穴 住居の南東隅に短軸60cm、長軸90cm、深さ 15cmの不整円形プラソで設置する。遺

直上より須恵器杯、貯蔵穴内より須恵器杯・羽釜が出土し、

物

これらが住居の年代を示す。重

鼈西側の床面

複 他の住居

と重複することなく、単独で占地する。方 位 +107ー 面 積 測定不可能。
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遺物観察表 14 

39号住居鼈

lo I 
A
 

A' 
鼈
1
2
3
4

B
 

暗褐色土。砂質で、少量の炭化物を含む。

赤褐色土。焼土プロックを多く含む。

明黄褐色土。壁の崩壊土と推定される。

暗褐色土。 1層と同質。

B' 

゜

L =87.50m 

1 : 40 lm 

CD I 

口
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39号住居出土遺物
゜ 1 : 4 10cm 
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4 0 号住居
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1

2

3

4

5

6

7

 

表土。現代の埋土。

灰褐色土。水田耕作土。

褐色土。水田の田床。

暗褐色土。 ¢2~3mm大のHr-FPを2~3%、黄色砂プロノクを5％含む。

暗灰褐色土。 ¢2~3mm大のHr-FPを1%、炭化物を微量含む。

暗灰褐色土。 ¢2~3mm大のHr-FP粒を3％含む。

暗灰褐色土。 6屠に類似。 6層より粘性強い。

゜

L =88.30m 

1 : 80 2m 

形 状 住居の西半部が調査区域外のため、外形を確定することができない。住居の北側も重複する溝に切

られて、東壁の一部を検出するにすぎない。床 面 基盤層を40cm掘り込んで床面とする。確認した範囲の

床面は比較的平坦で整っている。柱 穴 確認した床面の範囲に主柱穴はなく、壁外にも柱穴の痕跡がない。

竃 跡 重複する40号住居に切られて燃焼部の一部を検出するのみで、全形を確認することができない。遺

物 東壁際南側の床面に密着して土師器杯が出土し、 これが住居の年代を示す。 この他に、東壁際南端の

床面上32cm より出土する須恵器杯は出土レベルが高いにもかかわらず、土師器甕との型式差が認められない。

重 複 住居の大半の部分で41号住居と重複する。 41号住居がこの住居の覆土を切って構築する平面精査及

び土層断面の所見を得た。

い。方 位 +99ー 面

この新旧関係は、それぞれの住居に伴出する土器の型式が示す順序とも矛盾しな

積 測定不可能。

<̀ | 鼈
l
2
3
4
5
6

褐色土。焼土を30%、 ¢2~3mm大のHr-FPを2~3％含む。

暗褐色土。焼土を10% 、 ¢2~3mm大のHr-FPを5%、灰褐色砂プロソクを10％含む。

暗褐色土。焼土粒を2~3%、tf, 2~3mm大のHr-FP、 2~3％黄色砂プロyクを5％含む。

黄褐色土。黄色砂を10% 、 Hr-FP粒を2~3％含む。

暗黄褐色土。焼土粒を5%、黄色砂を10％含むb

暗黄褐色土。焼土、灰を30％含む。

゜

L =87.40m 

1 : 40 lm 
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40号住居構築面
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4 1 号住居

一
A
 

A' 

46溝

A 
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a:>/ 

ー

c” 

46三三

A' 

旦＝
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゜

L =88.30m 

1 : 80 

l 表士。現代の埋土。

2 灰褐色士。水田耕作土。

3 褐色士。水田の田床。

4 暗褐色土。が 2~3mm大のHr-FPを2~3%、炭化物を含む（砂質土に近い）。

5 暗灰褐色土。が 2~4mm大のHr-FPを3%、炭化物、焼土粒を 1％含む。

2m 
6 暗灰褐色土。 5層より粘性強い。 ¢2~3mm大のHr-FP、焼土粒を 1％含む。
7 暗灰褐色土。 6層に類似。焼土粒を 1％含む。

8 暗褐色土。少最のHr-FP微粒を層全体に含む。

9 暗褐色土。 Hr-FP微粒をほとんど含まず。

10 明黄褐色土。壁の崩壊土か。

形状住居の西半部が調査区域外で、北

半部が重複する溝に切られているため、外

形を確定することができない。床面基

盤層を30cm掘り込んで床面とする。床面は

全体に平坦で良く整っている。柱穴確

認した範囲の床面に主柱穴はなく、壁外に

も柱穴の痕跡がない。竃跡東壁に設置

する。燃焼部は幅40cm、奥行き40cmの方形

で、その全てを壁外に造り出す燃焼部壁外

型を呈す。焚口部の右側と奥壁の左側に、

補強用として据えられていた石材が遺存し

ていた。煙道は火床の底面からほぼ水平に

80cm伸びて、緩やかな角度で立ち上がる。

貯蔵穴住居の南東隅に直径50cm、深さ 10

cmの不整円形フ゜ラソで設置する。遺 物

住居南東隅の床面直上より須恵器羽釜が出

士し、これが住居の年代に近いものと判断

した。重複住居の南半部で40号住居と

重複する。この住居が40号住居の覆土を切っ

て構英する平面精在及び土層断面の所見を

得た。この新旧関係は、それぞれの住居に

伴出する土器の型式が示す順序とも矛盾し

ない。方位＋101゜ 面積測定不

可能。
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遺物観察表 14 

41号住居寵

1D I lD I 

CDI 

鼈
1

f

2
3
4
5

゜

`— 

[JJ I 

L =87.40m 

1 : 40 lm 

灰褐色土。灰色のシルト、 Hr-FP微粒、少星の焼士を含む。

焼土層。

赤褐色土。焼士プロソクを多く含む。

褐色土。灰色ヽンルト、焼土を含む。

暗褐色土。灰、炭化物、 Hr-FP微粒を若干含む。

黒褐色士。炭化物を多茄に含む。

41号住居構築面

一

A
 

A' 

46；濤

L =87.40m 

0 1 : 40 lm 

゜ 1 : 80 2m 

゜ 1 : 4 10cm 

| ー/ 

41 号住居出土遺物
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4 2 号住居

＼二へ
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A' 

7635  I 85  2 

!~二言
1
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4

5

6

7

8

 

表土。

暗褐色士。現水田耕士。

褐色士。

黒褐色砂質土。 ¢5mm大のHr-FPを2~3%、黄色砂プロソクを10％含む。

黒褐色砂質士。 4層に類似。 4層より黄色砂プロノクを多く (20~30%) 含む。

黒褐色砂質土。 4•5層に類似。 4 • 5 より黄色砂ブロソクを多く (50%) 含む。

黒褐色砂質土。 6層に類似。 Hr-FPをほとんど含まない。

黒褐色砂質土。 7層に類似。 Hr-FPをほとんど含まない。黄色砂をしま状に20％含む。 ゜

L =88.30m 

1 : 80 2m 

形 状 住居の大半の部分が調査区域外で北壁部を検出したにすぎず、外形を確定することができない。床

面 基盤層を40cm掘り込んで床面とする。確認した範囲の床面は平坦で整っている。柱 穴 確認できな

い一0 嘔 跡 確認した範囲の壁面に鼈の痕跡を示す焼土、粘土は一切検出できない。遺 物 復原が可能な

伴出土器はない。重 複 単独で占地する。方 位 +109゜（推定）。 面 積 測定不可能。
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4 3 号住居

ー＇ 1

“゚ Al 

〇°

c
\
]
『]
0
4
CD I 

A A' 

ーニー

1 暗褐色土。 Hr-FP微粒を層全体に含む。

2 暗褐色士。 1層よりやや明る<、 Hr-FPをごくわずかに含む。

3 暗褐色士。 1居と同質であるが、 Hr-FP微粒の混入が多い。

4 黒褐色土。 Hr-FP微粒を若干含む。

5 黒褐色土。炭化物の混入があるため、 4屈に比べ黒色味が強い。

6 褐色土。地山の明黄褐色土のプロソクが主体。壁の崩壊土と思われる。

7 灰褐色砂質土。焼土粒、炭化物を 1％含む。

C 21 C' 

天涼寄：名：寄：寄：：翠：祠；
：：：：：苓：：苓：落：：冬斎忍苓·：封姿．．忍
L =87.00m 

D 2 D
 

1 号ビット
1 褐色士。地山の明黄褐色土が多く混入するため、やや黄
色味を呈す。若干の炭化物、 Hr-FP微粒を含む。
暗褐色土。層上半部に炭化物、焼土が混入。 1層より粘
性が強い。

2
 

2
 L =87.00m 

2 号ピット
1 褐色土。地山の明黄褐色土が小プロックで混入する。少

最のHr-FP微粒を含む。
褐色土。 1層に比べ、 Hr-FPの混入は少ない。

L =87.30m 

1 : 80 ゜ 2m 

B 1 3 B 

- ----

co I a:i I 

の 1 CD I 

裔
1
2
3
4

゜

L =87. 10m 

1 : 40 lm 

明赤褐色士。焼土を多量に含む。

灰黒色土。多贔の灰、炭化物、少籠の焼土を含む。

灰黒色土。 2層に比べ灰、焼土の混入が少ない。

明灰褐色士。少量の焼士が混入する。

形 状

る。床

住居の北半部が調在区域外のため、外形を確定することができない。確認した東西軸は3.3m を測

面 基盤層を35cm掘り込んで構築面とする。構築面は住居の南東部が中央部より 10cm程深く掘り込

まれている。この面に厚さ 5 cmの貼床を施して生活面とする。生活面にはいくつかのピットが認められるが、

この住居に伴うか否かの判定ができない。柱 穴 壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴の痕跡がない。竃

跡 東壁に設置する。燃焼部は幅30cm、奥行き60cmで、その全てを壁外に造り出す燃焼部壁外型を呈す。煙

道は確認できない。貯蔵穴 住居の南東隅に短軸60cm、長軸80cm、深さ 20cmの楕円形フ゜ラソで設置する。遺

物 鼈西側の床面直上より土師器甕、覆土内より土師器杯が出土し、 これらを除いて住居の年代を判定で

きる土器はない。 この他に、南壁際中央部の床面直上より鎌が出土する。重 複 他の住居と重複すること

なく、単独で占地する。方 位 +96ー 面 積 測定不可能。
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遺物観察表 14ｷ 15 

43号住居構築面

一

ai I ai I 

A
 

A' 
゜ 2m 

口〔 2

ロ-;/)3 

L
1

ー

1

ー
ー
し

戸
ー
'
]

゜ 1 : 4 10cm 

ハ
〉

口
43号住居出土遺物

゜ 1 : 2 5cm 
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4 4 号住居

一
A
 

A
 

A' 

OI 

〇|

B I B' 

-~ 

.::'・::·:’:::::.:::::;:::: ::::::::::::: :::::::::::::::::::;:::::;:::::::::::::::::::::::;:::::::::::::::::::;: 
’•:·: :::;:ｷ:::;::;:::::::::::::;:::::::::::c:::::::::::::;::::::;:::::::::::::::::::::::::::::::::::;::::::::::::::: 

L =87.90m 

O 1 : 80 2m 

1 黒褐色士。やや粘質。

2 暗褐色士。砂質。

3 暗褐色土。少鼠の炭化物、焼土を含む。

形 状 住居の南西隅は調査区域外のために確認できないが、短軸3.lm 、長軸3.8mで、東西に長軸をもつ

小形縦長長方形住居と推定する。床面 基盤層を15cm掘り込んで構築面とする。構築面には3個の床下土

壊を掘り、この土城の部分に貼床して平坦な生活面とする。柱 穴 壁内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴の

痕跡がない。竃跡東壁の南側に設置する。燃焼部は幅40cm、奥行き40cmの半円形で、その全てを壁外に

造り出す燃焼部壁外型を呈す。煙道は確認できない。貯蔵穴 住居の南東隅に短軸40cm、長軸60cm、深さ 25

cmの楕円形プラソで設置する。遺 物 南壁際の床面に密着して須恵器高台付椀、住居南東隅の床面に密着

して須恵器杯、南壁際の床面直上より須恵器羽釜が出土し、これらが住居の年代を示す。重 複 46号住居

と重複する。新旧関係を判定する実証的な資料を欠き、伴出する土器の型式でも明確な新旧関係の判定がで

きない。方位十87゜ 面積 10.97m' （推定）。
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44号住居鼈

A
`
 
三1)>̀ 

裔
1
2
3
4
5

暗褐色土。灰褐色土が少員混入。焼土はごく微絨。
暗褐色土。茶褐色土の小プロソクが少量混入。

暗褐色土。茶色味強く、焼土、炭化物が少量混入する。

炭化物、灰層。茶褐色士の小プロック、焼土含む。
暗灰褐色土。暗褐色土の小プロソクごとの混土陪。

゜ 1 : 40 lm 

44号住居構築面

ーー＝プ弁—

I CD 

|口

1)> 

A
 

゜

L =87.70m 

1 : 40 lm 

A' 

A
 

A' 

1 号床下土城

1 暗褐色土。少量の炭化物を含む。

2 黒褐色士。 Hr-FP微粒、炭化物を少益含む。

゜

L =87.80m 

1 : 80 2m 
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遺物観察表 15 

言 冑 ：ロニ／

I I 4 

〇
り
ー
—
し

。
^ 

ご

\ 

゜ 1 : 2 5cm 

44号住居出土遺物
゜ 1 : 4 10cm 
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4 5 号住居

一ー＝マ

<t'I 

マ！ 、<i: I 

ci:: I 

゜

L =88.80m 

1 : 80 2m 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

攪乱。

黒褐色士。砂質、黄褐色土粒を多く含む。

褐色土。砂質で、多凪の黄褐色土の粒子、炭化物、焼土を含む。

黄褐色土。地山の黄褐色土がプロノク状に混入。

褐色土。 2層に類似。

黄褐色士。粒子が細かく、やや粘質。

暗褐色土。少量の黄褐色士小ブロソク、炭化物、焼土粒を含む。

暗褐色土。砂質。黄褐色土のプロノクを含む。

暗褐色土。 6層に類似。壁の崩壊土か。

形 状 住居の大半の部分が調査区域外のため、外形

を確定することができない。確認した東西軸は2.5m

を測る。床 面

る。構築面には直径1. 0m 、深さ 20cmの不整形ピット

が認められる。

基盤層を25cm掘り込んで構築面とす

この面に厚さ 10cmの貼床を施して平坦

な生活面とする。柱 穴 確認した床面の範囲に主柱

穴はなく、壁外にも柱穴の痕跡がない。蹴

した範囲の壁面に鼈の痕跡を示す焼土、粘士は一切検

出できない。遺 物 復原が可能な伴出土器はない。

重 複 他の住居と重複することなく、単独で占地す

る。方 位 +98゜（推定）。

45号住居構築面

---ーフ一←

面 積

跡 確認

測定不可能。

゜ 1 : 80 2m 

86 



4 6 号住居 遺物観察表 15

-口|

A
 

パ

A
 

A
 

鼈

1 褐色土。砂質を呈し、焼土、炭化物を少量含む。

2 赤褐色土。砂質を呈し、焼士を多量に含む。

L =87.60m 

O 1:40 lm 

形状全体に住居の掘り込みが浅いため、鼈の部分以外は確認できない。竃跡残存状態が悪く、火床

の掘り込み部以外は検出できない。燃焼部は幅40cm、奥行き40cm と推定され、煙道は火床の底面から緩やか

に立ち上がる。遺物寵内より須恵器甕が出土し、これが住居の年代を示す。重複 44号住居と重複す

る。新旧関係を判定する実証的な資料を欠き、伴出する土器の型式でも明確な新旧関係の判定ができない。

方位＋105゜（寵の主軸）。 面積測定不可能。

\ 

゜ 1 : 4 10cm 
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4 7 号住居

--= 

A
 

撹
乱

L =87.80m 

O 1:80 2m 

1 暗褐色土。表土（瓦礫を含む）。

2 褐色土。攪乱。

3 暗褐色土。攪乱（炭化物を含む）。

4 褐色土。黄褐色ヽンルトプロノク、炭化物、焼土粒を少量含む。

5 暗褐色土。にぶい黄橙色小プロノク、明黄褐色軽石を少量含む。
6 暗褐色士。にぶい黄橙色小プロ・ノク、明黄褐色軽石をやや多く含む。

7 褐色士。焼士粒、炭化物を少麓含む。

8 にぶい黄褐色土。にぶい黄橙色士プロノク、明黄褐色軽石を含む。
9 褐色士。にぶい黄橙色土プロック、明黄褐色軽石を含む。

10 にぶい黄褐色士。しまりややあり（地山？）。
11 褐色土。粒子細かく粘性なし（攪乱？）。

12 黄褐色土。にぶい黄橙色土プロックを含む。

13 黄褐色土。 12層に同じ。

A
 

A
 /~ 

B L =88.50m 
ー 12

B
 

形状住居の南半部が調査区域外のため、外形を確定することができない。床面基盤層を15cm掘り込

んで構築面とする。構築面は小さな起伏が多いが、全体に平坦である。この面に厚さ 5 cmの貼床を施して生

活面とする。生活面は全体に平坦で良く整っている。柱 穴 確認した床面の範囲に主柱穴はなく、壁外に

も柱穴の痕跡がない。竃 跡 東壁に設罹する。南半部が調査区域外のために全形を確認することはできな

いが、燃焼部の全てを壁外に造り出す燃焼部壁外型と推定される。遺 物 復原が可能な伴出士器はない。

重複他の住居と重複することなく、単独で占地する。方位十88゜ 面積測定不可能。

47号住居鼈

01 

CJ/ 

c
 

1 暗褐色上。小円礫を含む（攪乱）。 9 にぶい黄褐色土。にぶい黄橙色ンルトプロノク、焼士
2 褐色土。現表士。 粒を少量含む。
3 暗褐色土。明黄褐色ロームプロノクを含む。 10 にぶい黄褐色土。 9層にほぼ類似。
4 灰黄褐色士。褐色プロソクを少鼠含む。 11 暗褐色土。焼土プロソクを多く含む。
5 暗褐色土。黄褐色シルトプロノクを少量含む。 12 暗褐色士。下部に炭化物を含む。
' 6 褐色土。にぶい黄橙色シルトプロックを少員含む。 13 にぶい黄褐色土。シルト質（地山？）。
7 褐色土。にぶい黄橙色ヽンルトプロソクを含む。 14 暗褐色土。焼土プロノクを多く含む。
8 暗褐色土。褐色シルトプロノクを含む。 15 黒色土。炭化材主体。

16 暗褐色土。炭化物、焼土粒を少員含む。

゜

L =87.70m 

1 : 40 

C' L =88.80m 

lm A 1612 A' 
- ll -

三し
3 

163二｀
88 



4 8 号住居

A
 

A' 

81溝‘‘
--J9 | 

0/ 

ヽ \ 

B
 

I 
-------- 0 ベ

A II ---c,/‘‘‘‘ゞ4 2 
\ー -/-A'

｣ 48住 5 6 56 3 竺'

言
:;:::::. ::::::9 : 9:::::::::::::::::::::::::::.::::::::.:::::.9:::::::;::::::;:;:: 

n
3
 

見
3

゜

L =87.BOm 

0 1:80 2m 

CD I 

1 暗褐色土。茶褐色土の小プロック、炭化物を含む。

2 暗褐色土。シルト質。白色～黄褐色の軽石粒を含む。

2' 点線以下は色調暗くなり 2陪と 3層が混じっているようであ

る。

3 暗褐色士。シルト質。ほとんど均質。 SPB-B' セクショソ

では炭化物を含む。

4 褐色土。シルト質。細粒砂の塊を含む。

5 暗褐色士。シルト質。黄褐色シルト（地山）塊を壁際に含む。

6 にぶい黄褐色士。中粒～粗粒。砂眉底部は地山のシルト層

と乱れる。ラミナは認められない。

形状 住居の南西隅は攪乱を受けて確認できないが、短軸2.4m 、長軸3.3m で、南北に長軸をもつ整った

小形横長長方形住居と推定する。 49号住居に住居の形状、規模、軸線の傾きが近似し、伴出する土器の年代

も近い。床面基盤層を 5 cm掘り込んで床面とする。床面は全体に平坦で良く整っている。柱穴壁内

に主柱穴はなく、壁外にも柱穴の痕跡がない。竃跡東壁の南側に設置する。燃焼部は幅40cm、奥行き50

cmで、その全てを壁外に造り出す燃焼部壁外型を呈す。焚口部の向って右側に補強用として据えた石材が遺

存し、他の2個の石も使用状態は示していないが鼈の構築材と考えられる。煙道は確認できない。貯蔵穴

住居の南東隅に短軸50cm、長軸60cm、深さ 10cmの楕円形プラソで設置する。遺物鼈西側の床面直上より

須恵器高台付碗、貯蔵穴内より須恵器高台付碗・羽釜が出土し、これらが住居の年代を示す。重 複 他の

住居と重複することなく、単独で占地する。なお、この住居は81号溝と住居の東半部で重複し、この住居が

81号溝の覆士を切って構築する平面精査の所見を得ている。一方、 81号溝には地割れ跡と、この内部に下方

から立ち上がった噴砂を検出したことから、この地割れ跡は溝に後出する年代の地震に起因してできたもの

と判断することができる。地割れ跡の内部からは、 81号渦に帰属すると考えられる土師器壺が出土し、 81号

溝はこの土器の年代に近いものと考えられる。また、地割れ跡を48号住居が切って構築する土層断面の所見

を得ていることから、これらは81牌→地割れ跡（地震）→48住の順を示し、この新旧関係は、それぞれの遺構

に伴出する土器の型式が示す順序とも矛盾がない。したがって、地割れ跡の成因となった地震は81号溝の年

代を上限とし、 48号住居の年代を下限とする年代幅のなかに位置付けることができる (169 頁 •81号濶、 177

頁．噴砂跡参照）。方位十88゜ 面積 8.0lm' （推定）。
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48号住居寵

: 
遺物観察表 15ｷ 16 

|ロ

゜

A I 6 3. A' 

— 
B 6 2 B' 

三

L =87.80m 

1 : 40 

三

lm 
鼈
1
2
3
4
5
6

暗褐色土。少鼠の茶褐色小プロノク、白色軽石、灰褐色土を含む。

暗褐色土。少最の炭化物を含む。

暗褐色土。やや灰色味を帯びる。

暗褐色士。 3層に類するがやや茶色味が強い。

暗褐色土。茶褐色土の小プロソクを含む。

暗褐色土。茶褐色土、灰褐色土、炭化物、少量の焼土を含む。9’ 

口

゜ 1 : 4 10cm 

// 

口

゜ 1 : 2 5cm 

48号住居出土遺物

90 



4 9 号住居

一
A
 

£ー／へ＼炭
ヽ°¥---

/ 
Ob  

0 0'8 

゜00  

a:i I 8 1 
A ー 2 撹乱

A' 

A' 
5 4 I 3.:....:_ 

lil I ~：：：謬：多

L =88.00m 

0 1 : 80 2m 

1 暗褐色土。茶褐色土粒、白色軽石、灰褐色ンルト粒を含む。

2 暗褐色土。茶褐色土の小プロJク、下層に炭化物粒を含む。

床下士壊

3 褐色土。シルト質。

4 暗褐色土。焼士、灰を多く含む。

5 暗褐色土。シルト質で、ほとんと均質。

形状 短軸2.8m 、長軸3.8m で、長軸を南北にもつ整った小形横長長方形住居。 48号住居に住居の形状、

規模、軸線の傾きが近似し、伴出する土器の年代も近い。床面基盤層を10cm掘り込んで構築面とする。

構築面には5個の床下土壊を掘り、これらの上に貼床を施して平坦な生活面とする。柱 穴 壁内に主柱穴

はなく、壁外にも柱穴の痕跡がない。竃跡東壁の南側に設置する。燃焼部は幅40cm、奥行き 30cmの半円

形で、その全てを壁外に造り出す燃焼部壁外型を呈す。煙道部は攪乱を受けて確認できない。貯蔵穴 住居

の南東隅に短軸40cm、長軸55cm、深さ 15cmの不整円形フ゜ラソで設置する。遺 物 住居南東隅の床面直上よ

り土師器甕・須恵器羽釜・ロクロ上師器高台付椀が出土し、これらが住居の年代を示すものと判断した。重

複他の住居と重複することなく、単独で占地する。方位十96゜ 面積 10.15m'o
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遺物観察表 16 

49号住居鼈

A~ロロA
m | 

A A' 
-63128  ~43~-

心詈疇ミ戸
寄：

寄：：差：染：翠：：睾：翌：：

゜

L =88.00m 

1 : 40 lm 

49号住居構築面

一

゜
口

゜ 1 : 80 2m 

□\ 

鼈

1 暗褐色土。やや砂質、新しい時代の耕作痕と思われる。

2 暗褐色土。シルト質、炭化物粒、焼土粒を少量含む。

3 黒褐色土。多量の灰、地山シルト粒、炭化物粒を含む。

4 黒褐色土。 3層と同様だが、黄褐色ヽンルトプロノクが落ち込んでいる構築材か。

5 褐色ヽンルト。ほとんど均質。

6 灰層。黄褐色シルト粒、焼土粒を含む。

7 黒褐色土。灰、黄褐色シルト粒、焼土粒、炭化物粒を含む。

8 暗褐色士。黒褐色土粒を含む（灰のプロソク）。

9 暗褐色土。シルト質、黒褐色土粒を含む（灰のプロック）。

10 黒褐色土。多鍼の灰、炭化物、黄褐色シルトプロックを含む。

11 黒色士。 6層と同じ。

ロ
、こどク

／言三
11 2 

O 1 : 4 10cm 
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5 0 号住居

— t
 

UJ I 

8 3 5.4 8' 

芦
D
 

芯
g

L =87.70m 

L =88.00m 

D
 

0

1

 

1

1

 

l

2

3

4

5

6

7

8

9

 

アスファルト。

客土。

にぶい褐色土。

暗褐色土。シルト質。

黒褐色士。

暗褐色土。

にぶい褐色土。

にぶい黄褐色士。

にぶい暗褐色土。シルト質（地山の崩落土）。

にぶい黄褐色土。シルト質（地山）。

にぶい黒褐色土。

c
 

C' 
゜

L =87.80m 

1 : 80 2m 

鼈
1
2
3
4
5
6
7

暗褐色士（攪乱）。

にぶい黄褐色土。シルト質。

黄褐色土。シルト質、焼土プロソク含む。

暗褐色土。シルト質、焼土プロソク含む。

暗褐色士。シルト質、焼士プロソク含む。

黒色士。多鼠の灰を含む。

暗褐色土。多量の焼土粒を含む。
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遺物観察表 16 

形 状 短軸3.2m 、長軸3.6m で、長軸を南北にもつ小形横長長方形住居。 52号住居に住居の東西軸長、軸

線の傾きが近似し、伴出する土器の年代も近い。床 面 基盤層を30cm掘り込んで床面とする。床面は全体

に平坦で良く整っている。柱穴墜内に主柱穴はなく、壁外にも柱穴の痕跡がない。竃跡東堕の南側

に設置する。燃焼部は幅50cm、奥行き50cmで、その全てを壁外に造り出す燃焼部壁外型を呈す。煙道は火床

の底面から段差をもって緩やかに60cm伸びる。火床の中央部は強く焼けた痕跡を残す。貯蔵穴 住居の南東

隅に直径60cm、深さ 15cmの円形フ゜ラソで設置する。遺 物 床面に近い位置から須恵器杯・皿・高台付碗、

土師器台付甕・甕が出土する。これらに型式差が認められないことから、これらが住居の年代を示すものと

判断した。重 複 住居の北半部で51号住居と重複する。この住居が51号住居の覆土を切って構築する平面

精査の所見を得た。この新旧関係は、それぞれの住居に伴出する土器の型式が示す順序とも矛盾しない。方

位＋101゜面積 ll.16m'o

＼ク
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50号住居出土遺物
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5 1 号住居
、8 1D I 〇|

。

〇|
CD / 〇| m 

A
 

A' 
1 にぶい黄褐色土。シルト～細粒砂が主体で均質。

黄白色軽石(As-C?) を僅かに含む。

L =87.80m 

O 1:80 2m 

形状 住居の北東隅は調査区域外のため確認できないが、短軸4.6m 、長軸5.0mで、やや南北軸が長い中

形正方形住居。この遺跡で中形正方形に分類されるのはこの住居のみで、年代も他の住居と大きく異なる。

床面基盤層を20cm掘り込んで床面とする。床面は全体に平坦で良く整っている。柱穴壁内に主柱穴

はなく、壁外にも柱穴の痕跡がない。竃 跡 東壁の南側に設置する。遺存状態が悪いために袖部は基底部

を除いて確認できないが、長さ 70cmほどの袖部を壁内に造り付ける燃焼部壁内型を呈す。煙道は火床から僅

かな段差をもって立ち上がり、壁外30cmまで緩やかな勾配で伸びる。貯蔵穴 住居の南東隅に短軸80cm、長

軸1.om 、深さ 30cmの方形フ゜ラソで設置する。遺 物 住居中央部の床面に密着して土師器芥、西壁中央部

の床面直上より土師器壺が出土し、これらが住居の年代を示す。重 複 住居の南西部で50号住居と重複す

る。 50号住居がこの住居の覆土を切って構築する平面精蒼の所見を得た。この新旧関係は、それぞれの住居

に伴出する土器の型式が示す順序とも矛盾しない。方位 十93゜ 面積 23. lSm' （推定）。
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遺物観察表 17 
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遺物観察表 17 

5 2 号住居

1n11 ~ 

A
 

m 

A' 

C] 

A
 

A' 

形状住居の北半部が調査区域外のため外形を確定す

ることはできないが、確認した東西軸は3.2m を測る。

近接する50号住居に東西軸長、軸線の傾きが近似し、伴

出する土器の年代も近い。床面某盤層を15cm掘り込

んで床面とする。確認した範囲の床面は平坦で整ってい

る。柱穴確認した範囲の床面に主柱穴はなく、壁外

にも柱穴の痕跡がない。竃跡東壁に設置するが大半

が調査区域外で、さらに攪乱を受けているために全形を

確認することができない。貯蔵穴 住居の南東隅と南西

隅に深さ 5 cmほどの不整形ピットを検出したが、貯蔵穴

とは認められない。遺物覆土内より土師器坪が出土

し、これが住居の年代を示すものと判断した。重 複

確認した調査範囲では他の住居と重複することなく、単

独で占地する。方位十93゜ 面積測定不可能。
1 にぶい黄褐色土。シルト～細粒砂が主体で均質。

黄白色軽石(As-C?) を僅かに含む。

0
,
 

L =87.60m 

1 : 80 :Jm 

\ 
゜ 1 : 4 10cm 
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III 掘立柱建物

Iニロロロニニニロニ］

ｩ
 1 号掘立柱建物 遺構の西側が調査区域外のため、全形を確認することができない。東西に長軸をもつ長方

形を呈し、確認した短軸である南北軸は4.2m を測る。主軸の方位は十61゜である。柱穴の規模は直径30~60

cm、深さ 30~40cmで、柱痕は確認できない。 2 号掘立、 13 • 19 • 20 • 21号住居と重複するが、新旧関係を判

定する資料を欠く。年代を判定できる伴出遺物はないが、覆上の状況から中世以降のものと考えられる。

2 号掘立柱建物 短軸2.4m 、長軸4.0m 、主軸の方位十55゜で、東西に長軸をもつ 2 問 X 2 間の整った側柱

式建物である。柱穴の規模は直径30~50cm、深さ 10~30cmで、柱痕は確認できない。 1 号掘立、 13 • 19 • 20• 

21号住居と重複するが、新旧関係を判定する資料を欠く。年代を判定できる伴出遺物はないが、覆土の状況

から中世以降のものと考えられる。

3 号掘立柱建物 短軸2.4m 、長軸2.8m 、主軸の方位十54゜で、東西にわずかに長い 1 間 X 1 問の側柱式建

物である。柱穴の規模は直径30~50cm、深さ 30~40cmで、柱痕は確認できない。 3 号掘立、 13 • 21号住居と

重複するが、新旧関係を判定する資料を欠く。年代を判定できる伴出遺物はないが、覆土の状況から中世以

降のものと考えられる。

4 号掘立柱建物 短軸2.4m 、長軸4.6m 、主軸の方位十54゜で、東西に長軸をもつ整った 1 間 X 2 間の側柱

式建物である。柱穴の規模は直径20~30cm、深さ 20~60cmで、柱痕は確認できない。 4 号掘立、 13 • 21号住

居と重複するが、新旧関係を判定する資料を欠く。年代を判定できる伴出遺物はないが、覆土の状況から中

世以降のものと考えられる。

5 号掘立柱建物 遺構の北半が調査区域外のため全形を確認することができないが、長軸を東西にもち、 2

間 X 2 間の柱間をもつ側柱式建物の可能性が高い。方位は十81゜である。柱穴の規模は直径20~50cm、深さ 3

0~40cmで、柱痕は確認できない。 15号住居と重複するが、新 IB関係を判定する資料を欠く。年代を判定で

きる伴出遺物はないが、覆土の状況から中世以降のものと考えられる。

6 号掘立柱建物 遺構の南半が調査区域外のため全形を確認することができないが、長軸を南北にもつ建物

の可能性が高い。方位は一 8 ゜である。柱穴の規模は直径30~40cm、深さ 10~50cmで、柱痕は確認できない。

竪穴住居及び掘立柱建物と重複することなく、単独で占地する。年代を判定できる伴出遺物はないが、覆土

の状況から中世以降のものと考えられる。
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1 号掘立柱建物
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2 号掘立柱建物
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3 号掘立柱建物
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4 号掘立柱建物
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5 号掘立柱建物
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6 号掘立柱建物
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号水田

野中天神遺跡では、水田と思われる遺構が2個所で確認された。いずれの水田も、天仁元（1,108) 年の浅間

山B 降下軽石層（As-B)混じりの土によって覆われ、耕作土はAs-B を含んでいない。

田の使用年代の上限はAs-B 降下以前のものと思われる。

このことから、水

4 区の水田では、畦畔の高まりは確認できなかった。そのため、一つの水田区画を特定する事はできなかっ

た。耕作痕の集中している部分の中で、直線的に耕作痕が空白になっている部分が認められる。空白部分は

耕作がされない所と考えると、 この部分に畦畔等があったと考えられる。耕作土は黒褐色土の粘質土で、鋤、

鍬などの耕作の痕跡や足跡が確認された。検出された耕作痕は、現地表の約 1 m下位から 4区の中でも東半

部分に集中して検出されている。耕作の痕跡は、半円状を呈し幅15~25cm、深さ 10cm程である。耕作痕は比

較的直線上に並ぶものと、乱雑になるものとが認められた。人の足跡はいくつか確認されているが、方向性

や連続性が認められなかった。その他、 4 区の水田からは水口や耕作に関連する水路等の施設は検出されな

かった。

4区
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遺物観察表 17 
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2 号・ 3 号・ 4 号水田 遺物観察表 17 

もう一か所の水田は、調在区の関係から11区、 12区、 16区と分かれている。これは、調査区の間に道路等

があり、調在区が分断されたためである。

水田に関連する溝は、 3 条確認されている。 1 号溝は11区から 16区へ続き、南北方向に作られている。確

認面での溝の幅は11区で2.5m 、深さ 50へ60cmを測り、 16区では幅約1.60m 、深さ 20~30cmを測る。溝の底

面は11区では 3 条、 16区では 2 条の小さい溝に分かれている。各々の小さい溝の断面形は、外側に開いた底

の丸くなる形状を呈する。溝の新旧は、士層断面では古い順に 3 から 1 へと移動していると考えられるが、

水田に伴う水路と考えた場合、これらの溝は一対となるもので、埋没した底部を掘りなおしたものと考えら

れる。

2 号溝は11区と 12区の調在区の東側にあり、水田区画を区切るように南北方向に作られている。溝の東側

には水田等の遺構は確認されず、水田区画との境界になると思われる。溝は確認面で11区・ 12区とも幅 1 m 、

深さ 20~30cmを測る。断面形態は浅い皿状になる。 2 号溝はAs-B を覆士中に含み、 As-B 降下以前のも

ので水田に伴う水路と考えられる。 12区からは、 2 号溝の続きと思われる溝と並行して掘られた、年代が若

干後になる3号溝が検出された。両方の溝とも出土遺物はなく、層位的な関係から年代を推定した。 3 号溝

は幅lm 弱、深さ 40cm程で、 2 号溝と並行して作られている。 3 号講は 2 号溝より上位のAs-B 混じり土層

より掘り込まれていることから、構築年代は 2 号溝より新しく As-B 降下以降の中・近世のものである。

2 号溝に伴う耕作遺構は検出されなかったので確定できないが、耕作に関係した溝であろうと推定される。

水田は、 11区・ 12区・ 16区の調査区全体で34区画発見されたが、調在区の面積が狭いため水田区画全部が

検出されたものはなかった。水田区画は11区の西側が小さく東西方向で、 3~4 m を測る。 16区西側で他の

調在区でみられたものより若干大きく、東西方向で5.5~6.5m を測る。

畦畔の高まりは、 11区で 1 ~2 cm程の僅かな高まりを持ち、幅50~60cmを測る。 16区では比較的高くしつ

かりしており、高さ 3 cm、下端幅60cmを測る。 1 号溝の東側にある水田27 と 28の間の東西方向の畦畔は、他

のものよりも幅、高さとも大きいものとなっている。それ以外で水田の区画に対する畦畔の規模の違いは、

調査範囲内では認められなかった。畦畔の高まりの土は、水田耕作土と同質のやや粘質を持つ土である。耕

作土との区別は、僅かな高まりを持って判別した。

耕作士は、やや粘質を帯びた黒褐色土で現状で厚さ 10cm程であった。この耕作士には、 As-B は含まれ

ていない。耕作面は根株や耕作痕、足跡等が疎らに確認された。耕作面にある痕跡は、半円状を呈し幅15~

25cm、深さ 5 cm程である。これらの痕跡には規則性が認められなかった。

水口を確認できたのは少なく、 25 • 26 • 27 • 30 • 31等に見られた。水口は、畦畔の交差する近くに設けら

れているものが多い。形状は畦畔の一部を寸断しただけの簡単な構造で、特別に士や石、木板等をおいて補

強したり、水量を調節したような形跡はない。

ロニ
〇 1 : 4 10cm 

2 号水田出土遺物
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A
 

L = 89.30m.  A' 
2 3 根—

-----ニーニニ三二二：
1 現表土（盛土）。

2 褐灰色土。粒子が細かい。

3 褐灰色土。 2居に類似するが、やや灰色味が強い。

4 茶褐色士。多籠の鉄分が沈着。

5 黒褐色土。 As-B を多拭に含む。

6 褐色土。 As-B 純層。 3枚のユニソトが確認できる部位もある。

7 暗褐色士。やや砂質。

7' 暗褐色土。 7恩に比べやや褐色味が強い。

8 明黄褐色土。砂を主体とする。

c
 

C' 

D
 

D
 

4 号水田
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4 区の水田跡の下層から、河川の氾濫と思われる堆積層に覆われた畠跡と考えられる溝状の遺構が検出さ

れた。検出されたのは濶のみで、畠の高まりは確認されていない。層位的には、本区上層で検出された竪穴

住居及び水田跡の下層に位置する。また、晶の覆土内から土師器の杯と甕が出土し、これらの年代は平安時

代と考えられる。したがってこの遺構は、浅問山B 軽石層（As-B) 降下以前の段階で、奈良•平安時代に

属す可能性がある。

本区の畠面の上層にある水田面を覆っていた氾濫層は、 As-B が多量に混じる砂質土である。水田の耕

作土は粘性がある硬くしまった土で、渦の中に堆積している黄色の砂質土とは異なる。地山の畠の耕作土は、

比較的粘性のあるしまった土で溝の中に入っている土とは明確に分離される。

本調在区の地形は、南側に向かって緩やかに傾斜している。溝はこの傾斜に直行するように東西方向に作

られている。溝の規模は、幅20cm~40cm、深さは浅いもので 4 cm、深いものでは10cmを測る。 長さは単位

の分かるもので4.6m を測り、長いものでは、調査区を越え 8m以上になるものもある。溝の長さは、調査

区の北側にあるものが南側の溝よりも長くなる傾向が認められた。また、溝と溝の間隔が若干開く部分が認

められる等、諧の長さの違いや間隔の開いたところで畠の一つの単位になると考えられる。本区では 2 から

3 単位の畠があったと考えられる。溝の断面形状は、箱形の角張った形状を呈している。溝の底面は、農耕

具による痕跡が認められ、半円状の窪みが連なって平坦ではない。

検出された溝の走行は一定ではなく、いくつかの重複が認められた。この溝の重複関係をみると、北西向

きに作られた溝が東西に走る溝によって切られている。このことから、少なくとも 2 回以上の畠の作り替え

によって走行の異なる溝が作られたと考えられる。
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遺物観察表 17 

¥
 

A
 

A' 

L =87.40m 

1 : 120 3m /

[

 -— 

¥¥/  

畠出土遺物
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V 中世屋敷跡

゜盆9冨四□亨瞬爪v／ご覆饂：

• 

/ 

゜

゜ 1 : 300 10m 

114 



遺物観察表 17 

形状・規模 遺構の全形は確認できないが、検出した各辺の溝から推定すると北辺約46m 、南辺約37m 、東

辺約32m 、西辺約31m の不整長方形を呈し、軸線を真北から 6 ゜西側に傾けている。北辺と東辺の溝は南辺

と西辺の溝より幅が狭く、北辺の溝は北側に、東辺の溝は西側にそれぞれ掘り直した痕跡がある。各辺の溝

の幅と確認面からの深さは、北辺が幅1. 7m 、深さ 40cm、東辺が幅1.6m 、深さ 50cm、南辺が幅2.2m 、深さ1.

Om 、西辺が幅2.8m 、深さ 1.0m である。遺 物

密着したものはないが型式差が認められないため、

東辺を除く各溝から軟質陶器内耳鍋が出土した。底面に

これらが遺構の年代を示すと判断した。また、南辺の溝

から出土した石臼も近似した年代のものと考えられる。なお、東辺の溝の須恵器杯と西辺の溝の灰釉陶器椀

は、 この遺構に伴うものではないと判断した。内部施設 この遺構に伴う内部施設は確認できない。遺構の

北半部で検出した掘立柱建物及び士壊は、層位の状況から後世のものと判断することができる。年

辺を除く各溝から出土した軟質陶器内耳鍋の年代から、 15世紀代の所産と考えられる。

代 東

A A' 

7 6 1 8 2 3 5 

` 
::::::::::::::::•:::::::::::::::::::;:::::;::::::::9:::::::::;::::::::::::::;:::::::;:::;: 

1

2

3

4

5

6

7

8

 

褐色土。 As-A粒、青灰色ヽンルトを少輩含む。

暗灰色士。極少誠のAs-A、黄色ンルトを含む。

暗黄褐色土。<p 10cm以上の黄色ヽンルトプロノクを含む。

青灰褐色土。<f, 1cm以下の黄色ヽンルトプロソク含む。

明褐色土。<f, 1cm以下の黄色、ンルトプロック含む。

褐色土。<f, 1cm以下の黄色ヽンルトプロノク含む。

暗青灰色土。<f, 1cm以下の黄色シルトプロソク含む。

青灰色土。<f, 1cm以下の黄色シルトプロノク含む。

D D' -=- 65 3 10.:_ 
I 

1 

一土

`. 

.;::::::::::::::::::::;::;:;:::;:;:::::::::;;::::·:.:::;::;:::;:::;••:::;:::::::::::;::;;·:::;;::::::;:::::::;:::;::•::;;;:::;:; 
::::::::;:::::::;:::::::;:::::::::::::::::ｷ::::;:ｷ::::::::ｷ::::::::::::::::::::::;;:::::ｷ:::;:ｷ:::::::;:::::;:;:;:;:;:;;;:;:::: 

B
 

B
 
c
 

C' 

L =87.60m 

O 1 : 100 Zm 
I l 

9 > / 

/ -J' 

\‘\\ 
\\ 

1 耕作士。

2 水田の床土。

3 明茶褐色士。鉄分、 Hr-FPを含む。

4 暗褐色土。少量のHr-FP、シルトプロックを含む。

5 暗茶褐色土。少最のHr-FP、シルト、炭化物を含む。

6 褐色土。シルト、多量の砂粒、少量の炭化物を含む。

7 茶褐色土。少量のHr-FP 、 As-A を含む。

8 黒褐色土。 Hr-FP、 As-A 、シルトプロソクを含む。

9 明茶褐色土。シルトプロノク、若干のHr-FP、 As-A を含む。

10 暗黄褐色土。シルト、砂を含む。

// 1 

北辺溝出土遺物
゜ 1 : 4 10cm 
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遺物観察表 17 • 18 

// 2 

/ 

\ 

＼二／ヘ

疇瓢
＼こsf.I

/

9

]

 
二

西辺溝出土遺物

叉

゜

東辺溝出土遺物

// 8 南辺溝出土遺物
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VI その他の遺構
墓跡

1 号墓

A' 

A
 

A' 

L =87.60m 

0 1:40 lm 

1 号墓構築面

。]::

L =87.60m 

O 1:40 lm 

この遺構は墓塙のような掘り込みは確認できなかったが、検出した礫が規則的な配置を示すため、堅穴式

小石室に近似した墓跡と判断した。この遺構は長さ 10cm前後の安山岩を短辺60cm、長辺1. 2m の長方形に配

置し、長軸線を真北から約30゜東側に傾けている。内部からは、崩れ落ちたと思われる石室を構成していた

礫が、底面に埋まった状態で多数出士し、これらは方形に配置された石材よりもやや大きく、長さ 60cmほど

の最も大きな礫は天井部を構成していたものの可能性がある。

骨及び副葬品は一切検出できず、また、周講も検出できなかったため、この遺構が単独で構築されたもの

と考えられる。遺構の構築年代を示す伴出遺物がなく詳細な年代は不明であるが、この遺構の底面の層位が、

4 世紀中葉に降下した浅間C軽石層（As-C) と、 6 世紀中葉の榛名山ニツ岳起源の軽石(Hr-F P) を含む

シルト層の中位に位置することから、古墳時代中～後期の間に限定することができる。この遺構の周辺には

6 世紀前半に位置付けられる土城群が分布しているが、これらに近似した年代であることから、これらと同

ーの墓凛群である可能性が高い。
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］こ

`] □ 
2 号墓

短軸l. Om 、長軸1. 2m 、確認面からの深さ 50cmで、長軸線を真北から20゜西側に傾けた土城の底面に、脚

を折曲げた状態の人骨が頭部を北側に向けて横たわる。土城の内部から釘が出土していることから、木製の

棺に納められていた可能性がある。伴出する士器はないが、祥符通賓、紹聖元賓、洪武通賓、永楽通賓など

の北宋銭、明銭がいずれも底面に密着して出士している。これらの古銭からこの遺構は中世末葉の時期に比

定することができる。

A
 

A' 

L =87.00m 

O 1:40 lm 
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遺物観察表 18 

I 
ぐら崎ぐ＇n --ィ--

I ( 
xzrl  

゜こ

゜4 

こ
5cm 

o

1

 ゜d冨迦

心

v 1 : 1 2cm 

’’’ 

2 号墓出土遺物

119 



遺物観察表 19 

井

戸

-
P
井号

A
 

\ 

A' 

A
 
6 3 

1

2

3

4

5

6

7

8

 

灰褐色土。小円礫を少籠含む。

淡茶褐色士。

淡茶褐色土。黄褐色砂質土プロノクを含む。

暗灰褐色土。円礫を多く含む。

暗灰褐色粘質士。

淡褐色砂質土。

暗黄褐色士（突き固めてある）。

暗黄褐色砂質士。 Hr-FAを含む（崩落土か）。

゜

L =87.20m 

1 : 80 2m 

二1
＼ク

¥3  

□ ＝ロ

口

゜ 1 : 4 10cm 
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2 号井戸

\ co I 

゜
I A' A / 

A L =87.30m A' 

芝
B L =87.30m B

 

⇔ロニニ／
3 I 

CD I 
1 茶褐色土。極少歪のAs-A 、黄色ヽンルト粒を含む。

2 褐色土。黄色、ンルトを含む。

3 暗褐色士。黄色ヽンルトを含む。崩落した礫が多い。

4 暗茶褐色土。黄色ヽンルトを多く含む。

¥
 

m 

A
 

CD I 

) 
叫
い
凶
ず
W

へ̂
 
9

]

m

 

バ
’

心
〖
¥
)
^
/
 

`

8

m

-

A A' 

\ 口 L =87.20m 

こ

゜
1 : 80 2m 

I , , 
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遺物観察表 19 

口 てコニ乙 口

-f12 -

ヽ

I I 

冬

＜マi

I I 5 

゜ 1 : 4 10cm ゜ 1 : 2 5cm 

2 号井戸出土遺物
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3
 

号井戸

i /~ベ -|=1ll
A
 

|ロ

A
 
L =87.30m 

A' 

A' B
 
L =87. 10m B

 

1

2

3

4

5

 

青灰褐色土。砂質で、若干の軽石を含む。

暗茶褐色士。若干の軽石、黄色ヽンルト粒を含む。

暗黄褐色士。若干の軽石を含む黄色、ンルトの崩落したもの。

暗褐色士。

褐色土。 ¢l~3cmの黄色ヽンルトプロ；；クを含む。

゜ 1 : 80 2m 

4
 
号井戸

¥
 

A
 

A
ｭ

C
l
l
□
`
 

A A' 

冒
B
 

B
 

1

2

3

4

5

6

7

8

 

黒褐色土。地山である黄褐色土、 Hr-FP微粒を若干含む。
黒褐色土。 1層と同様であるが、黄褐色土の小プロック、小礫を含む。
黒褐色土。黄褐色土の大プロソクを層全体に含み、やや黒色味が強い。
暗褐色土。多量の黄褐色土の小プロノクが層全体に混入する。
暗褐色土。黄褐色土のプロックは全く含まない。
暗褐色土。少鼠の黄褐色士小プロノクを層全体に含む。
褐色士。多量の小礫、黄褐色士小プロノクを含む。
黒褐色士。粘性。

゜

L=87.70m 

1 : 80 2m 
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遺物観察表 19 

5
 

溝

号溝

下

゜@ I:., 
⑤
 

る

9
@

o
g- ゜

゜

L =86.90m 

1 : 80 2m 

A
、

A A' 

三6 

1

2

3

4

5

6

 

暗茶褐色砂質土。 Hr-FA、 As-C を含む。

茶褐色砂質士。 Hr-FA、 As-C を含む。

褐色砂質土。

灰褐色砂質土。

暗灰褐色砂質士。

暗褐色砂質土。やや粘性あり。

ーノー〉一
/ 1--l/ 

\ 

゜ 1 : 4 10cm 
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遺物観察表 19 

6 号溝 7 号溝

ー

A
 

A' 

L =87.20m 

イ
J I I I 

L =87.00m 
1 1 号溝

゜
1 : 80 2m 

9 号溝
¥ ¥4 

A A' 

A L =86.90m A' 

A' 1 暗灰褐色土。やや砂質。

2 暗茶褐色土。

3 褐色砂質土。

ー

1

ー
い
7

O 1 : 2 

A
 

5cm 
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遺物観察表 19 

A-A' 

1 耕作土。

2 鉄分を含んだ層。

3 明黄褐色士。 As-Aを含む。

4 暗青灰色土。 As-Aを少量含む。

5 暗黄灰色土。 As-Aを 1層より少なく含む。

B-B' 
1 黒褐色士。極少籠のAs-A を含む。

2 褐色土。 As-Aを含む。

3 暗黄褐色士。黄色ヽンルトプロノクを含む。

8 号・ 1 0 号溝

1 8 号・ 1 9 号溝

A
-

\
]
こ

L =87.70m 

＿三］＝こ-;/1

19号溝出土遺物

9 溝

¥
 A 1 2 3 A' 

三
B
 

1 淡褐色土。 Hr-FA、 As-B を含む。

2 褐色士。 Hr-FA、 As-C を含む。

3 茶褐色砂質土。 As-C を含む。

L =87.00m 

O 1:80 2m 

B
 

B 2 1 3 B' 

三
L =87. lOm 

• 
゜ 1 : 4 10cm 
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遺物観察表 26 

2 8 号溝

[ ----------9ー主----------

L =86.90m 

A 2 3 4 A' 

` 
1

2

3

4

 

暗黄褐色土。 As-A 、シルトを多く含む。

暗茶褐色士。 As-A 、シルトを含む。

黒褐色士。 As-Aを含む。

黄褐色土。シルトを含む。

ロ

゜ 1 : 4 10cm 

2 7 号溝
A' 

_A  

0 00:¥  : 1

2

3

4

 

5
 

゜

L =87.60m 

1 : 80 

6 

7 

89土

耕作土。

暗灰褐色粘質土。

暗灰褐色土。砂を少最含む。

暗灰褐色粘質土。砂層がラミナ

状に入り、クラソクが発達。

砂層。粗粒部と細粒部がラミナ

状に入りくむ。

淡灰褐色砂質土。細粒。

灰褐色砂質土。細粒。
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遺物観察表 19ｷ20 

二

\ 

゜

至

。
6
 

27号溝出土遺物
゜ 1 : 2 5cm 
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遺物観察表 20 

口

—` - - - -

12 

27号溝出土遺物
O 1 : 2 5cm 
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遺物観察表 20 

\ 

-=  

17 

16 

II 

20 

゜

27号溝出土遺物
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遺物観察表 21 

立.. •• - ・・

24 □三／

紙枷Q

26 

27号溝出土遺物
゜ 1 : 2 5cm 
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遺物観察表 21 

¥ IO  

ミミこ·

/ 

27号溝出土遺物

/ 
/ 

/\ 
/\ 

/

¥

 

/\ 

|
'
ー
＼

33 

1 : 2 5cm 
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遺物観察表 21ｷ22 

』、`

37 

\ 
,'/ 40 

/ 

ノ

t}t :.；ゞiC.• ~• 

ゃ~ ~9, ＇へ 9'9-ヽ・
',...  "'" 

38 

t[• `` \ 

41 

27号溝出土遺物
0 1 : 2 5cm 
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遺物観察表 22 

\ 

27号溝出土遺物
゜ 1 : 2 5cm 
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遺物観察表 22ｷ23 

口
ぞ /-¥ 今
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、

4

ゞ

: 3
 

ぃ
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/ 

/ 

27号溝出土遺物

□二
（
」
）

5cm 
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遺物観察表 23 

av 

\ \ 

口

。

61 

I

D

 

ロ
63 

D
 

27号溝出土遺物
5cm 
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遺物観察表 23 

□ 
65 

-, III 

¥ I ( 

□

I
I
 

,' 
, ' ' ' ' ' ' 

,
 

' 

66 

ロ ［ニニニニコ

D
 

こ二三69

` 

O 1 : 2 5cm 

こ 文71
疇ち

68 

こ
72 

——·~、
27号溝出土遺物 O 1 : 4 10cm 
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遺物観察表 23 24 

\ ? // 

\ 
74 

」' ー／
76 

// 藝汀\ 
75 

11 -で:9 

I I ー←ーJJ 77 
口二こ
78 

-J 

k--- —--I 汀 =J,1 II \ 

□] ご／ 81 

80 

湊置紐 □コニ
83 

口I I 

ニニニj 84 

こ
27号溝出土遺物

o 1 : 4 10cm 
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2 9 号溝

¥
 

A
 

L =87.60m 
/ 

A'O 1 : 80 2m 

A
 

A' 

l 耕作士。

2 明褐色士。 ¢1~2cmの小礫、鉄分を含む。
2' 明褐色土。 1層より砂が多い。

3 暗青灰色士。鉄分を含んだ土と砂が混じる。
4 褐色土。粘性のある士と砂が交互に混じる。

5 青灰色土。粘性のある土と砂の互層。
6 砂礫層に粘性のある土が混じる。
7 茶褐色土。粘性のある土と砂の互層で、若千の炭化物を含む。
8 明茶褐色土。砂層に粘性のある土がプロソク状に入り込む。
9 暗灰褐色士。砂と粘性のある士の互層で、炭化物を含む。
10 黒灰色土。砂、礫、陶磁器を含む。
11 暗灰色士。粘性のある土と砂の互層。下部に遺物、礫多く含む。

12 明茶褐色土。砂の混入が少ない。

13 明褐色土。極少鼠のHr-FP、砂粒を含む。

14 褐色土。砂粒をプロック状に含み、極少量のHr-FP、炭化物を
含む。

15 茶褐色土。砂粒を含み、極少籠のHr-FP、炭化物を含む。
16 暗青灰色士。砂粒を含む。

16' 暗青灰色土。 16層より砂が少ない。
17 暗青灰色土。少量の砂、炭化物を含む。

18 青灰色土。砂と粘性のある土の互屠。

19 茶褐色土。極少量のHr-FPを含む。

20 明褐色士。シルト粒を含む。

21 暗茶褐色土。シルト、砂を多く含む。
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遺物観察表 26ｷ27 

゜

29号溝出土遺物 O 1:1 2cm 
I I 
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遺物観察表 27 

• 

29号溝出土遺物
0 1 : 1 2cm 
1,  
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遺物観察表 27ｷ28 

29号溝出土遺物 o 1:1 2cm 
1 1 
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遺物観察表 28ｷ29 
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O 1:1 2cm 
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29号溝出土遺物

o 1 : 2 5cm 
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遺物観察表 29 
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遺物観察表 29 
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29号溝出土遺物
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遺物観察表 29ｷ30 
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俗
ジ
武
念

、一；玉一一町
29号溝出土遺物

。 1 : 2 5cm 
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遺物観察表 30 
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29号溝出土遺物
5cm 
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遺物観察表 31 
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ヽ
打
＇
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虎
r
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応
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ん
ー
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/ / 

74 

78 

I 

逸¢‘も入
濾如

f、

29号溝出土遺物
゜
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遺物観察表 31 

こ

/ 

80 

や
A

/ 

' 

29号溝出土遺物

匁
5遷
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遺物観察表 31 

——―-―—三

\ 

--只―ーア‘

29号溝出土遺物
1 : 2 5cm 
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遺物観察表 31 ｷ32 

, 

/ 

.f-9:  -
`‘ 

一

\ 

` 

29号溝出土遺物
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遺物観察表 32 

一

`1  

> 

106 

29号溝出土遺物
゜ 1 : 2 5cm 
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遺物観察表 32ｷ33 

oニニニ 。

1こ 113

ーこ

三
115 

゜ こ

、ミニコ
116 

こ口〇

こ二］＿ー 117
〇 ―ーニ―_ o 

霞： 0118 

ミ立 119
9 仁>ミ--2 ◎。

120 

·•~· ~ 121 

。

114 

• 

0 ―ービロニニニニニコニ 〇
122 

123 

29号溝出土遺物 5cm 
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遺物観察表 33 

.,,,,.,,,, 126 

』日、
心
a
｀
費
ヽ

し一

鬱
i25 

¥ 

" -、J
/ 

¥/127  

128 
I 

29号溝出土遺物
゜
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遺物観察表 33 

I I 

132 

29号溝出土遺物 ゜ 1 : 4 10cm 
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遺物観察表 33 

I I 
136 

139 

゜

29号溝出土遺物

1 : 4 
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遺物観察表 33ｷ34 

ーニロニ—＝三］
/>

ご----|i

29号溝出土遺物
゜ 1 : 4 10cm 
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遺物観察表 34 

/ \ 

・ら・
, 

9 99 

` ；々．．．＾ン•℃••,•

\ 
/ 

29号溝出土遺物
゜ 1 : 4 10cm 
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2 6 号・ 2 7 号・ 2 9 号溝

ロA-
¥

 

ロ
B
-

口
A
 

27溝 29溝

ロ □ B 
A' 1

2

3

4

5

6

 

耕作土。

青灰褐色土。 As-A 、 Hr-FP、黄色ヽンルトを含む。

青灰褐色士。 As-A 、 Hr-FP、黄色ヽンルト、炭化物を含む。

茶褐色士。 As-A 、 Hr-FP、黄色シルトを含む。

明褐色土。少祉のAs-A 、 Hr-FPを含む。

暗黄褐色士。黄色シルトを多く含む。

B
 

B' 

1

2

3

4

5

6

7

8

 

耕作土。

茶褐色土。鉄分を含む。

青灰褐色土。 Hr-FPを少量含み、陶磁器類を包含する。

暗青灰色土。砂質。

黒灰色土。砂質。

灰色土。砂質。

灰褐色土。砂質。

黄褐色土。砂質で、陶磁器類を多最に包含する。

9 砂摺。

10 黄褐色土。砂質。

11 砂礫陪。

12 明黄褐色土。シルト、砂質。
13 褐色土。砂質で、礫を含む。

14 灰褐色土。砂質。
15 茶褐色土。黄色ヽンルト。

゜

L =87.60rn 

1 : 80 2m 

、ダュ ・・‘ 、．．
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遺物観察表 24 

• 
O 1 : 1 2cm 
I I 

3
 

三：：
8 

\ r ::: J 7 
‘\、‘` ` 

口 竺

27号・ 29号溝出土遺物
1 : 2 5cm 
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遺物観察表 24ｷ25 

こ
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• ·こ．．一~ ・ ，．、今竺号ー名シ
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・・ 一瓜←·ロ

12 

、

9
T
~
"
'
[
9
.

r

/

 

27号・ 29号溝出土遺物
゜ 1 : 2 5cm 
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遺物観察表 25 

口
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心
心
怨
冤
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--/ ¥ 
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I ¥ 
I 
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1'a□＼｝ 
\ 

\ 
\ 

23 

24 

•‘ 

27号・ 29号溝出土遺物
O 1 : 2 5cm 
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遺物観察表 25ｷ26 

ｷ̀̀  一―― ヽ/ 
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/ 
/ 

I ん
冦¢っり、
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/ / 
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/ 

\ 

28 
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g29 
行
。

0 d[ニニニーーニ9
3(¥ 

こ誓／門

• 

疇こ·9

〇 「口コ 。
32 
- C:__—--

27号・ 29号溝出土遺物
1 : 2 5cm 
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遺物観察表 26 

34 

D 
5cm 

35 

し―----}

10cm 

27号・ 29号溝出土遺物
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遺物観察表 26 

] 
\ 口

` =” 

39 

// I I 
41 

゜
1 : 4 10cm 

27号・ 29号溝出土遺物
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3 7 号・ 4 1 号溝
遺物観察表 34 

A
-

｀
ぃ
ぷ
．
『
・
心
・
・
・

．
忍
母
麟
置
~

5

ー
．
ぷ
砂
澤

ふ
~
~
~

1110.~][][]]][[[[ 

0

．
．
玲
滋
翠
澤
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0
2
.
]汀
[
[
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~
]
[
~
〖
]
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3
 

ー

9-

一

:

/

 / 
/ 

＼ア—

` 

B B' 

ご

ロロニ／

¥
 41 溝出土遺物0 1 : 4 10cm 

1 にぶい黄褐色砂陪。,P 0.5mm前後の

明黄褐色、黒褐色の砂粒を含む。

2 暗褐色土。灰黄褐色ヽンルトプロック、

黒褐色土プロック、 Hr-FP粒を含む。

3 暗褐色土。 2層に類似するがやや明

る＜、黒褐色土プロックを含まず、

炭化物を少量含む。両端には明黄褐色

ローム粒を含む。

4 にぶい黄褐色土。 3陪に類似するが

明る＜、灰黄褐色、ンルトプロックを

多く含む。

5 褐色土。 4屈に類似するが茶色味が
強く、少昴のHr-FP粒を含む。

6 にぶい黄褐色土。 4限に類似するが、

にぶい黄橙色ヽンルトプロックを含む。

7 にぶい黄褐色土。 4陪に類似するが、
明黄褐色ローム粒を多く含む。

8 にぶい黄褐色土。 7陪に類似するが、

明黄褐色ローム粒は少なく、 Hr-

FP 粒、にぶい黄橙色シルトプロック

を含む。

9 にぶい黄褐色土。 7恩に頬似するが、

明黄褐色ローム粒は少なく、明黄褐

色、ンルトプロックを含む。

10 にぶい黄褐色土。シルト質で、褐色

シルトプロックを含む。

11 灰黄褐色砂礫陪。砂粒、,p 1~8mmの

小礫を含む。水流の結果か。

L =87.50m 

O 1:80 2m 
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5 4 号溝
遺物観察表 34 

¥ A A' 1 耕作士。
ム＼ — _ 2 黄褐色砂質土。灰白
- -—一 色砂を10％含む。
撹 1 3 黄褐色砂質土。 2層

舌亭 4 ょ：易誓孟：0。 3層に
•. :[]]疇［：；言：三::::]]:：・・・・ 類似するが、粒子が

い。
L =88.40m 

5 5 号溝 O L □888030m 2rr9 :]：／／：耕作土。 ^ 1 へ
2 黄褐色砂質土。 Hr-FP粒を少量含む。 2 

3 黄褐色砂質土。 2層に類似。 三ミじ俊三
楽：祠詞：翠：菱：呂：菱：竺：飯

L =87 50m 11 /( ``‘乞 ／：了忍 ／万：
A I 2 A' 

二‘--／．一
婆婆忍：裟婆翁婆翁婆裟怒：忍：裟忍
婆婆忍翁：忍：荼：各婆婆翁恣：荼翁：愁：
浜窃：寄：:,:::::：呂：寄：寄：寄：呂：寄：：

1 褐色土。砂質。

2 黄褐色土。砂質。 1 ¥¥ ¥1 - -

□□ ° 12  5cm 
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遺物観察表 34 

5 9 号溝
A
 

A' 

Ii)> 

/ 
2 4 

L =88.30m 

O 1:80 2m 

゜

゜
ク

゜
• 6 。
o 舒o /` 
゜

゜

1 耕作士。表士。

2 鉄分凝集層。

3 褐色土。鉄分の沈着が多く、砂質。

4 褐色土o Hr-FP粒を混入。

5 にぶい黄褐色士。鉄分の凝集がまだら状に認められ、少且の小礫を含む。

6 にぶい黄褐色士。 5層と同様であるが小礫はまったく認められない。

7 にぶい黄褐色士。上半部にまだら状の鉄分の凝集が認められる。

8 灰黄褐色土。 4層と同様であるが、灰色味が強い。

9 砂層。砂が互層となり、わずかに小礫を含む。

ご

□詞／

ロニ／

ヽ

゜ 1 : 4 10cm 
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遺物観察表 34 

8 1 号溝
A A' A L =88.30m A

 

L =87.BOm 
B B' 

5 6 3 
- 5 6 -

三疇ワ
゜ 1 : 80 2m 

1 現表土。やや砂質で、白色軽石を含む。
2 暗褐色土。シルト質で、白色～黄褐色の軽石

粒を含む。
2' 暗褐色土。点線以下の色調は暗く、 2層と 3層
が混じっているようである。
3 暗褐色士。シルト質で、ほとんと均質。
4 褐色土。シルト質、細粒砂の塊を含む。
5 暗褐色土。シルト質、黄褐色シルト（地山）塊
を壁際に含む。
6 にぶい黄褐色土。中粒～粗粒、砂層底部は地

山のシルト層と乱れる。
7 暗褐色土。シルト、黄褐ンルト（地山）塊を含

む。
8 暗褐色シルト。砂まじり地山の13層が主体と

思われる。
9 褐色土。極細粒砂、黒褐色土塊を少量含む。
10 にぶい黄褐色士。中粒砂、黒褐色士塊を少量

含む。
11 10層と同じだが、黒褐色土塊を多量に含む。
12 褐色ヽンルト。ほとんど均質。
13 黒褐色シルト。上下の層との境は不明瞭。
14 極細粒砂。ほとんど均質。
15 暗褐色シルト。やや粘性。
16 褐色極細粒砂。
17 にぶい黄褐色砂。均質。
18 暗褐色ヽンルト。やや粘性。

幅約2.4m で、基盤層からの深さ 50cmを測り、ほぼ南北に走向をもつ。溝の走向にほぼ平行して、幅約15

cmの地割れ跡を検出した。地割れ跡の内部には81号溝に帰属すると考えられる土師器壺が、地割れに落ち込

んだ状態で出士し、この土師器壺が81号溝の年代を示すものと判断した。地割れ跡の下位には噴砂が認めら

れることから、この地割れは地震に起因するものと考えられる。地割れの噴砂が溝の覆土を切っていること、

地割れの上位が溝の覆士に近似した土で埋没していることから、地割れの原因となった地震は溝の年代より

後出する。また、 48号住居がこの溝の覆土と地割れの覆土を切って構築している土層断面の所見を得たこと

から、これらは81溝→地割れ跡（地震）→48住の順を示し、この新旧関係はそれぞれの遺構に伴出する土器の

型式が示す順序とも矛盾していない。したがって、地割れの成囚となった地震は、 81号溝の年代を上限とし、

48号住居の年代を下限とする年代幅のなかに位置付けられる (89頁 •48号住居、 174 頁・噴砂跡参照）。

ー

'

,

 

゜ 1 : 4 10cm 
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士壊

25 号土墳 / 

`A  

A
 

A' 

L =87.90m 

\ 
// 1 

遺物観察表 34ｷ35 

4 1 号・ 4 3 号土墳

＇
卜
／
i
 

42土

B
 

B
 

A
 

こここ《
1 暗褐色士。砂質土。

2 褐色土。黄褐色のンル 41号土墳出土遺物

トプロyクを含む。

A' 1 暗黄灰褐色士。黄灰色のシル
トプロックを含む。

2 黄灰褐色士。青灰色のシルト
粒子を含む。
3 明黄灰褐色土。黄灰色、青灰
色のシルト粒を含む。
4 明黄灰褐色土。 3層より明る

く、黄灰色ヽンルトプロックを

多く含む。

5 暗灰褐色土。炭化物、黄色土
粒を含む。
6 灰褐色土。炭化物を少量含む。
7 暗褐色士。粘性あり。
8 褐色土。粘性あり。

L =87.30m 

O 1:40 lm 

一゜ 1 : 4 10cm 

43号土噴出土遺物
゜ 1 : 2 5cm 

170 



4 7 号土墳
遺物観察表 35 

A
 

5 6 号土墳

A
 

A
 

L =87. lOm 

I へ L=87.30m

A' 

1 暗褐色土。砂質土。

2 褐色土。黄褐色のシルトプロソクを含む。

3 明褐色士。 ¢1~2cmの黄褐色プロソクをまばらに含む。

• 
A' 

A' 

A‘ ＼ここヒゴ／
1 

~ 

0 2cm 
l l 

゜ 1 : 40 

7 8 号土壌

1 褐色土。若干の白色軽石、 ¢1cmの黄色ヽンルトプロソクを含

む。

lm 2 明褐色土。若干の白色軽石、ef, 1cmの黄色シルトプロノクを
含む。

3 暗褐色士。若干の白色軽石、ef, 1cmの黄色シルトプロソクを
含む。

\ 叫
lD I 口

\
112 

゜ 1 : 4 10cm 

A
 

o x2 c 

Ill I 

A
 L =86.90m 

78土

m | 

, A' 

ロニニ「

1 褐色土。炭化物、黄色ヽンルト粒を含む。

2 明褐色土。若干の炭伯物、黄色ヽンルトを含む。
3 暗茶褐色土。黄色シルト粒を多く含む。

4 茶褐色土。黄色シルト粒を3層より多く含む。
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遺物観察表 35 

6 5 号土壌

一
A 11 / /A' 

A L =87.30m A' 

--＝＝こ

二ここ
I 

竺―三ーニ
| 

゜
1 暗褐色土。砂質。

2 褐色土。砂質。

゜ 1 : 2 5cm 

8 3 号土壌

// 

A
 

L =86.90m 
A' 

゜ 1 : 40 lm 

9 2 号土壌

一
A I ¥t'J Ill. ~ 1 ¥ ¥ A' 

言：ロニ／ロ

` 
A L =87.GOm 

゜ 1 : 4 10cm 

A
 

＼
朽
~
ー1 褐色士。明黄褐色シルトプロソク、 Hr-FP粒を

多く含む。

2 褐色土。 1層と同様であるが焼士プロノクを含む

（おそらく 4住煙道部分）。

3 にぶい黄褐色土。 1層と同様であるがやや黒色味

が強い。
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遺物観察表 35ｷ36 

1 3 0 号土壌

一三］A
A
 

A' 

゜ 1 : 4 10cm 

｀口—`‘ ` 書
¥ 

\ 
』

i恥隊党羹怨i

\ 
.·•: 

\~ 

1

2

 

にぶい黄褐色士。明黄褐色軽石粒をやや多く含む。

褐色土。明黄褐色軽石粒を少鼠含む。

1 4 6 号土壌

\ 
A
 

A' 

A
 

A' 

暗褐色土。砂質で、 Hr-FP微粒が層全体に若干認められる。

゜

L =87.50m 

1 : 40 lm 

1 7 0 号土壌
A 

A ｢ 

A
 
L =88.70m 

゜
舟） • 
～。］

A' 

1

2

3

4

5

6

7

 

現代の盛土。

暗褐色士。やや砂質。

黒褐色土。やや砂質で、暗褐色土塊を多く含む。

暗褐色土。ほとんど均質。

暗褐色士。地山の褐色シルト塊、黒褐色土塊を含む。

褐色士。地山のシルト塊、黒褐色士塊を含む。

暗褐色士。地山のシルト細砂塊を多員に含む。

戸

ロ

ロニニ／

A' 三
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噴砂跡

□]こ□

免f! \ □□ 。9

号噴砂跡
A 

A' 

¥
 

,
8
/
 

色

゜ 1 : 80 2m 

2 号講に切られ、北ー 15゜ー東に走る幅約10cmの地割れ跡とその下部の噴砂跡を、調査区中央部から北端

部の長さ約 5 m にわたって検出した。南端部の 2 号溝内では地割れ下部の噴砂が途切れ、北部の地割れ内上

部は噴砂ではなく、シルト質の褐色土が充ちているのが確認された。噴砂南端部の縦断面(C-C') によれば、

噴砂が地山内部を下部から斜め上方に侵入している様子が看取され、末端部に向かうに従って細粒化するこ

とが認められた。北端部の横断面(A-A') によれば、噴砂は直下部に連続せず、また発生時の表面までは到

達しておらず、地割れの上部には、旧表土からの崩落士が充ちていた。また、中央部の断面(B-B') では、

下部の砂層に液状化による乱れが認められ、噴砂がほぼ垂直に立ち上がっている様子が窺えた。上述の地割

れと噴砂の状況から、中央部の下部砂層で地震に起因する液状化が発生し、地山基底部の等高線に沿った小

規模な地滑りに伴う地割れと噴砂が生じ地割れと噴砂は南北方向に扇状に広がり、南端部は調査区内に留ま

り、噴砂は、少なくとも本調査区内では発生時の表面に達しなかったものと考えられる。本噴砂跡は 3 号噴

砂跡と規模・走向等が類似することから、成因となった地震は同一であると推定される（飯島義雄）。
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A L =88.50m 

1

3

 

]

-

1

2

 

゜ 1 : 80 

A' 1 褐色土。瓦礫含む表士。

1' にぶい黄褐色土。褐色シルトプロソク、明黄褐色軽石含む。

2 褐色土。 Hr-FP小粒、明黄褐色軽石含む。

3 にぶい黄褐色土。 Hr-FP小粒、明黄褐色軽石含む。

4 褐色土。シルト質で、明褐色シルトプロック、明褐色軽石含む。

5 にぶい黄褐色土。シルト質。 11 褐色土。シルト質。

6 褐色土。シルト質。 12 にぶい黄褐色土。シルト質。
にぶい黄褐色土。砂質。 13 黄褐色土。シルト質。

にぷい黄褐色士。シルト質。 14 灰黄褐色砂層。

9 にぶい黄褐色土。シルト質。 15 褐色土。シルト質。

10 褐色土。シルト質。 16 にぶい黄褐色土。シルト質。
17 褐色土。シルト質で、にふい黄橙色ヽンルトプロック含む。

18 にぶい黄褐色土。ンルト質で、にぶい黄橙色シルトプロ、ノク含む。

19 にぶい黄褐色土。シルト質で、にぶい黄橙色シルトプロノク含む。
2m 20 黄褐色土。 19層に類似するが、やや砂質。
21 にぶい黄褐色砂層。

B L =87.90m 

3 

B' 
2 4 5— 1 褐色士。シルト質。

2 にぶい黄褐色士。シルト質
5 にぶい黄褐色士。 5層に類似するが、灰黄褐色、ンルトプロソクが

少ない。

3 褐色土。シルト質で、灰黄
6 暗褐色土。ンルト質で、少量の灰黄褐色ヽンルトプロック含む。

褐色ヽンルトプロyク含む。
7 にぶい黄褐色土。 5層に類似。

4 にぶい黄褐色土。 2層に類似
8 黄褐色土。シルト質で、灰黄褐色シルトプロック含む。

するが黄色味が強い。
9 灰黄褐色土。砂質で、黄褐色シルトプロソク含む。

で、灰黄褐色ヽンルトプロッ

ク含む。

10 褐色土。シルト質で、灰黄褐色ヽンルトプロ；；ク含む。

11 にぶい黄褐色砂層。砂質で、褐色ヽンルトプロック含む。

12 黄褐色土。シルト質で、灰黄褐色ヽンルトプロソク含む。

13 にぶい黄褐色士。砂質で、灰黄褐色ヽンルトプロック含む。

14 褐色土。シルト質で、灰黄褐色シルトプロック含む。

15 にぶい黄褐色土。シルト質で、灰黄褐色ヽンルトプロック含む。

16 にぶい黄褐色砂層。砂質で、にぶい黄褐色ヽンルトプロ、ノク含む。

17 黄褐色土。シルト質で、灰黄褐色ヽンルトプロ；；ク含む。

18 黄褐色土。 20層に類似するが、砂質気味。

19 にぶい黄褐色砂層。

20 黄褐色土。シルト質で、少量の灰黄褐色ヽンルトプロソク含む。

21 にぶい黄褐色砂層。 24層に類似するが、粒子が細かい。

22 黄褐色土。シルト質で、少最の灰黄褐色シルトプロック含む。

23 黄褐色土。 27層に類似するが、やや砂質。

24 暗褐色土。

25 褐灰色砂礫層。 ¢2~300mmの砂礫。

c
 

C' にぶい黄橙色土。灰黄褐色シルト
プロックを少贔含む。
2 にぶい黄褐色土。灰黄褐色ヽンルト

プロックを少最含む。
3 褐色土。灰黄褐色ヽンルトプロック

を少量含む。
4 暗褐色土。灰黄褐色シルトプロッ

クを少塁含む。
5 にぶい黄褐色土。 2層にほぽ類似。
6 にぶい黄橙色士。灰黄褐色ヽンルト

プロックをやや多く含む。
7 黄褐色土。灰黄褐色シルトプロッ

クを少最含む（噴砂）。
8 にぶい黄褐色砂層。粒子粗い砂陪

（噴砂）。
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号噴砂跡
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1 噴砂跡

A
 

A
 

゜

L =88.20m 

1 : 40 lm 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

暗褐色土。部分的に白色軽石(Hr-FP?) を含む。

褐色中粒砂層。

褐色ヽンルト～細粒砂層。

暗褐色粘質士層。鉄分の凝集と思われる斑点あり。

褐色粘質土層。

褐色士層。灰黄褐色の軽石を多量に含む。 As-C と思われる。

暗褐色土。やや砂質。

灰黄褐色士。細粒砂。

灰黄褐色土。中粒砂。このあたりから噴砂が吹き出していると思われる。

言［
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3 号噴砂跡

81号構の中央部に、溝の走向にほぼ平行した幅約15cmの地割れ跡を、長さ 4m にわたって検出した。地割

れ跡の下位には噴砂が認められることから、この地割れは地震に起因するものと考えられる。地割れ跡の内

部には、 81号溝に帰属すると考えられる土師器壺が地割れに落ち込んだ状態で出土し、これは 4 世紀後半に

比定できる。地割れの噴砂が溝の覆土を切っていることと、地割れの上位が溝の覆土に近似した土で埋没し

ていることから、地割れの原因となった地震は講の年代より後出する。また、 10世紀後半に比定できる48号

住居が、この溝の覆土と地割れの覆土を切って構築している土層断面の所見を得たことから、これらは81溝

→地割れ跡（地震）→48住の順を示し、この新旧関係はそれぞれの遺構に伴出する土器の型式が示す順序とも

矛盾しない。したがって、地割れの成因となった地震は、 81号溝の年代を上限とし、 48号住居の年代を下限

とする 4 世紀から 10世紀後半の年代幅のなかに位置付けることができ、弘仁 9 (818) 年の可能性が高い (89頁・

48号住居、 169頁 •81号溝参照井上昌美）。

A 

¥
 4

8住

O 1:80 2m 

---‘AL =88.30m A' 

1 現表土。やや砂質で、白色
軽石を含む。
2 暗褐色土。シルト質で、白
色～黄褐色の軽石粒を含む。

2' 暗褐色土。点線以下の色調
は暗く、 2層と 3層が混じっ
ているようである。
3 暗褐色土。シルト質で、ほ

とんど均質。
4 褐色士。シルト質、細粒砂

の塊を含む。

5 暗褐色士。シルト質、黄褐
色シルト（地山）塊を壁際に
含む。

6 にぶい黄褐色土。中粒～粗
粒、砂層底部は地山のシル
ト層と乱れる。

7 暗褐色土。シルト、黄褐ヽン

ルト（地山）塊を含む。
8 暗褐色ヽンルト。砂まじり地

山の13層が主体と思われる。
9 褐色士。極細粒砂、黒褐色
土塊を少籠含む。

10 にぶい黄褐色土。中粒砂、
黒褐色土塊を少量含む。

11 10層と同じだが、黒褐色土
塊を多最に含む。
12 褐色ヽンルト。ほとんど均質。
13 黒褐色ヽンルト。上下の層と

の境は不明瞭。
14 極細粒砂。ほとんど均質。
15 暗褐色ヽンルト。やや粘性。
16 褐色極細粒砂。
17 にぶい黄褐色砂。均質。
18 暗褐色シルト。やや粘性。

3 

\ g' 

L=87.70m 
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86号溝の東壁に沿って、幅約15cmの地割れ跡とその下部の噴砂跡を、長さ1.7m にわたって検出した。こ

れは 3 号噴砂跡と一連のものと考えられる。調査区南端の断面（A-A' ）では、噴砂の供給頻の砂層は確認で

きなかった。また、噴砂は発生時の地表面までは達しておらず、地山の 4 層を押し上げたところで止まって

おり、その上部は旧表土から崩落したと考えられる土で埋没していた。この噴砂と地割れの脈の 4 • 8 • 9 層、

および 3 号噴砂脈の最下部層 (11層）について粒度分析を行った（下図）。その結果、 4 号噴砂の8層は粒径1/4

mm~1/8mmが全体の60％を占め、同一の噴砂と考えられる 3 号噴砂の最下部層と比較すると、淘汰が良く細

粒であることがわかる。また、地割れ部分に旧表士から崩落したと考えられる 9 層は、 8 層に比べ淘汰が悪

＜粒度が粗い。このことから、 9 層は噴砂に由来するものではないと判断できる（井上昌美）。

100% 

50% 

4 号噴砂粒度積算曲線
ー→··--

·//／ク~ヽ

/ / 

／ク// /‘ 
I / 
/ I 

/ I 
/ 

ノ
/ 

I‘/ 

I 
‘/ 

I I 

I I, 
/ 

/ 

9,  /9 

//' 
' 

0% 
2 mm以上 1 % % 栢 沿域以下

-9 層 •---4 層— -8 層ー 3号噴砂 11層

\ 

5 黄掲色細粒砂。
① 暗褐色土。シルト質。 1 現表士。

6 褐色シルト。
② 褐色土。シルト質。 l' 現表士。耕作痕。

7 褐色中粒砂。、V — ¥ ¥ ¥ I ③ 暗褐色士。中～粗粒砂 2 褐色細粒砂。
8 黄褐色細粒砂。下部v を多贔に含む。 3 褐色極細粒砂。
ほど粒度が粗い。A' 4 暗褐色ヽンルト。

9 暗褐色士。
A L =88.50m 

゜ 1 : 80 2m 
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遺物包含層

Iニロ：ロニロニニロニロ］
A 

\ ｷ30 

·釣コq

桑） 5 ゜
2 も

•゚>

` 4 

13層遺物出土状況

A A' 

A' 

/ 

1 耕作士および盛土。

2 耕作土および盛土。

3 灰褐色土。多晨のAs-B を含み、下部に鉄分が沈着。

4 黄褐色土。少員のHr-FP粒含む。

5 灰褐色士。 3層より砂質。

6 褐色土。全体にHr-FP粒含む。

7 黒褐色土。 Hr-FP粒含む。

8 褐色土。砂、 Hr-FP粒、黄褐色土の互層。

9 褐色土。砂質で、 Hr-FP粒含む。

10 暗褐色土。 Hr-FP粒、黄褐色土プロノク含む。

11 黄褐色土。砂質で、少量のAs-C 含む。

12 暗褐色士。多量のAs-C 含む。

13 黒褐色士。少量のHr-FP粒含む。

14 暗褐色土。砂質。

15 黄褐色土。砂質。

'' 16 褐色士。多量のAs-C ？含む。

17 暗褐色土。粘質。

18 黄褐色土。粘質。

19 黄褐色士。砂質。

20 褐色土。やや粘質。

21 黄褐色士。砂質。

22 礫層。

L =88.70m 

O 1 : 80 2m 
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遺物観察表 36 

浅間B 軽石（As-B)層に覆われた平安時代の水田面の下層より、第 7 層と第13層の 2 面の遺物包含層を

検出した。いずれも遺物が出土するのみで、関連する遺構は検出できない。

第 7 層は標高約87.lm で、土師器の堪と杯が出土している。伴出する土器間に型式差は認められず、同時

期の可能性が高い。土器の特徴から 5 世紀後半代に比定できる。

第13層は標高約86.7m で、土師器の壺・甕・杯・高杯が出土し、これらも伴出する士器間に型式差が認め

られない。壺（2）の体部中位に焼成後の穿孔があることから、なんらかの墓に伴う供献土器の可能性がある

が、関連する遺構は確認できない。土器の特徴から 4 世紀後半代に比定できる。

7 層出土遺物

//

I 
響 ロ言／

口

13層出土遺物

口 口

\ 
// 1 

O 1:4 10cm 
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遺物観察表 36 
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V11 考察

野中天神遺跡の集落変遷について

はじめに

野中天神遺跡では、古墳時代後期と奈良•平安時代の竪穴住居51軒を検出した。このうち、古墳時代後期

の住居は1軒を検出したのみで、この遺跡における竪穴住居を主体とした集落は、奈良•平安時代にほぼ限

定される。ところで、この遺跡が立地する広瀬川低地帯はかつての利根川の流路である。このため、従来こ

の低地帯には遺跡が存在しないと考えられていた。しかし、近年の発掘調査によってこの低地帯ではいくつ

かの遺跡が確認され、この地域における古代集落の動向を検討する資料は次第に蓄積されつつある。

したがって、ここでは広瀬川低地帯における古代集落の動向を把握するための一資料として、この野中天

神遺跡の集落の変遷について検討してみたい。

2 土器の分類と編年

野中天神遺跡の集落の変遷を検討する前提として、ここでは竪穴住居に伴出する土器群の分類を行い、こ

れを箪者がかつて示した上器の編年に同定することで年代の基準としたい。

I 期（51号住居）

体部が彎曲する土師器杯と、体部と口縁部を画す段差から外反する口縁部に至る土師器杯の形状が、筆者

が示した古墳時代後期の土器の編年の m~N段階に比定でき、 6 世紀前半に位置付けられる。

II 期 (24号住居）

彎曲した体部の土師器杯と、大きく外反する体部の須恵器杯の形状が、箪者らが示した奈良•平安時代の

士器の編年（以下同様）の V~VI段階に比定でき、 8 世紀後半に位置付けられる。

m 期 (20 • 23号住居）

平底で外反する土師器杯と、膨らみの少ない胴部から外彎気味の口縁部に至る土師器甕の形状が、 VI1~VIII

段階に比定でき、 9 世紀前半に位置付けられる。

w 期 (10 • 13号住居）

平底で外反する土師器杯、膨らみの少ない胴部から「コ」の字状の口縁部に至る土師器甕、平底から大きく

外反する須恵器杯などの形状がIX~x段階に比定でき、 9 世紀後半に位置付けられる。

V 期（36 • 39号住居）

器肉が厚く、「＜」の字状の口縁部をもつ土師器甕、平底から大きく外反する須恵器杯、彎曲する胴部か

ら内傾する口縁部に至る須恵器羽釜の形状が XI 段階に比定でき、 10世紀前半に位置付けられる。伴出する

灰釉陶器は、大原 2 号窯式に比定できる。

VI 期 (4 • 48居住居）

器肉が厚く、「く」の字状の口縁部をもつ士師器甕、平底から大きく外反する須恵器坪、膨らみの少ない

胴部からやや内傾する口縁部に至る須恵器羽釜の形状が XII 段階に比定でき、 10世紀後半に位置付けられる。

伴出する灰釉陶器は、虎渓山 1 号窯式に比定できる。

V11 期 (32号住居）

「く」の字状の口縁部をもつ士師器甕、平底から大きく外反する須恵器坪、膨らみの少ない胴部から直立
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図 4 5 世紀代の土器

気味の口縁部に至る須恵器羽釜の形状が XII 段階に比定でき、 11世紀前半に位置付けられる。伴出する灰

釉陶器は、虎渓山 1 号窯式に比定できる。

野中天神遺跡 坂 ロ編年 須恵器型式 灰釉陶器窯式 実年代

I 期 古墳時代後期 m~N段階 MT-15~TK-10 6 世紀前半

II 期 奈良•平安時代 V~VI段階 8 世紀後半

m 期 ” V11~VIII段階 9 世紀前半

N 期 ” IX~x 段階 9 世紀後半

V 期 ” XI 段階 大原 2 号窯式 10世紀前半

VI 期 ” XII 段階 虎渓山 1 号窯式 10世紀後半

VII 期 ” X皿 段階 虎渓山 1 号窯式 11世紀前半

4 竪穴住居の変遷

野中天神遺跡では、 6 世紀前半に出現した竪穴住居が 9 世紀後半で最も増加し、 11世紀代で消滅するとい

う過程を辿ることができる（図 2)。これらの住居は、比較的平坦な広瀬川低地帯の微高地上に占地し、平安

時代の水田を検出した遺跡の西端には僅かな数の住居しか立地していない。

ところで、この遺跡では竪穴住居としては 6 世紀以前のものは検出できなかったが、 2 層の遺物包含層か

ら 4 世紀後半と 5 世紀後半に位置付けられる土器群を検出した（図 3 • 4 ）。これらは、この付近にこの時期

の遺構が存在することを暗示している。また、近接する石関西梁瀬遺跡では古墳時代中期まで遡る時期の竪

穴住居が検出され、この遺跡でも表面採集の資料で 4 世紀代の土器が検出されている。

以上のことから、野中天神遺跡では 6 世紀以降の住居しか確認できなかったが、この地域では年代が古墳

時代前期の 4 世紀代まで遡る遺構が存在する可能性が高い。したがって、かつては遺跡が存在しないと考え

られていたこの広瀬川低地帯上における遺跡の分布や集落の動向を考える上で、これらの現象を踏まえた分

析が必要であるといえよう。

(1) 坂ロ 一 「古墳時代後期の土器の編年」一三ツ寺 III 遺跡を中心とした土師器と須恵器の平行関係ー 『群馬文化』第208号 群馬

県地 域文化研究協議会 1986

(2) 坂ロ 一・三浦京子 「奈良・乎安時代の士器の編年」ー住居の重複と共伴関係による土器型式組列の検討ー 『群馬県史研究』第

24 号 群馬県史編さん委員会 1986 
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遺構索引表

竪穴住居

住居 掲載頁 遺物 グリッド 規模・形状 柱穴 鼈 面積(m') 方位 年 代

番号 観察表

1 6 1 BK -78 無主柱 東壁 測定不可能 +108ー 9 世紀前半

2 8 BV-105 超小形正方形 無主柱 東壁中 6.85 （推） +86ー 不明

3 , BW-103 無主柱 不明 測定不可能 +93ー 不明

4 10 1 BV-105 無主柱 東壁南 測定不可能 +83ー 10世紀後半

5 14 2 AM-28 無主柱 東壁 測定不可能 +113ー 10世紀後半

6 18 3 A0-30 無主柱 不明 測定不可能 +105ー 9 世紀後半

7 18 3 A0-30 無主柱 東壁 測定不可能 +141ー 10世紀後半

8 14 3 AM-28 無主柱 東壁 測定不可能 +93ー 9 世紀後半

, 20 3 AK-23 無主柱 東壁 測定不可能 +103ー 9 世紀後半

10 21 3 AS -30 超小形正方形 無主柱 東壁 8.83 （推） +116ー 9 世紀後半

11 23 4 AT-30 無主柱 東壁 測定不可能 +ll0ー 9 世紀後半

12 23 4 AT-30 無主柱 東壁 測定不可能 +ll0ー 10世紀前半

13 25 4 AR -28 無主柱 東壁 測定不可能 +116ー 9 世紀後半

14 28 6 AN-18 超小形横長長方形 無主柱 東壁南 5.97 +87ー 9 世紀後半

15 30 6 A0-20 無主柱 東壁 測定不可能 +84ー 9 世紀前半

16 32 6 AR-26 無主柱 不明 測定不可能 +92ー 9 世紀後半

17 34 7 AQ-26 無主柱 東壁 測定不可能 +80ー 9 世紀後半

18 36 7 A0-22 無主柱 東壁 測定不可能 +89ー 8 世紀後半

19 37 7 AS -29 無主柱 不明 測定不可能 測定不可能 9 世紀後半

20 38 7 AR-29 無主柱 東壁 測定不可能 +103ー 9 世紀前半

21 40 8 AS -29 無主柱 不明 測定不可能 +106ー 9 世紀後半

22 欠番

23 43 , AN-17 無主柱 東壁 測定不可能 +93ー 9 世紀前半

24 45 , AQ -27 無主柱 東壁 測定不可能 +104゜（推） 8 世紀後半

25 47 AQ-24 測定不可能 測定不可能 9 世紀後半

26 48 10 AJ -09 無主柱 東壁南 測定不可能 +87ー 9 世紀後半

27 50 AG-15 超小形縦長長方形 無主柱 東壁南 6.46 +131ー 不明

28 51 10 AI -08 小形縦長長方形 無主柱 不明 13.68 （推） +71ー 9 世紀前半

29 53 11 AH-08 無主柱 不明 測定不可能 +89ー 9 世紀後半

30 54 11 AH-07 無主柱 不明 測定不可能 +78ー 9 世紀後半

31 55 11 AJ -09 無主柱 東壁中 測定不可能 +70ー 9 世紀後半

32 57 12 AX-52 無主柱 東壁南 測定不可能 +78ー 11世紀前半

33 61 AY-52 無主柱 不明 測定不可能 測定不可能 不明

34 62 12 AY-51 無主柱 不明 測定不可能 測定不可能 10世紀後半

35 63 12 AW-50 無主柱 東壁 測定不可能 +87ー 11世紀前半

36 66 13 AX-50 超小形横長長方形 無主柱 東壁南 7 54 +89ー 10世紀前半
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住居 掲載頁 遺物 グリッド 規模・形状 柱穴 鼈 面積(mり 方位 年 代

番号 観察表

37 69 13 AV-49 無主柱 東壁 測定不可能 +85ー 10世紀後半

38 72 13 AV  -36 無主柱 不明 測定不可能 +93ー 9 世紀後半

39 74 14 AW-35 無主柱 東壁 測定不可能 +107ー 10世紀前半

40 76 14 AU-34 無主柱 東壁 測定不可能 +99ー 9 世紀前半

41 78 14 AU-34 無主柱 東壁 測定不可能 +101ー 10世紀後半

42 80 AT-33 無主柱 不明 測定不可能 +109゜（推） 不明

43 81 14 AT  -31 無主柱 東壁 測定不可能 +96ー 9 世紀後半

44 83 15 BD -61 小形縦長長方形 無主柱 東壁中 10.97 （推） +87ー 10世紀後半

45 86 BD -62 無主柱 不明 測定不可能 +98゜（推） 不明

46 87 15 BO -61 無主柱 測定不可能 +105ー 不明

47 88 BF -57 無主柱 東壁 測定不可能 +88ー 不明

48 89 15 BC -60 小形横長長方形 無主柱 東壁南 8.01 （推） +88ー 10世紀後半

49 91 16 BG -67 小形横長長方形 無主柱 東壁中 10.15 +96ー 11世紀前半

50 93 16 BL -80 小形横長長方形 無主柱 東壁南 11.16 +101ー 9 世紀後半

51 95 16 BM-80 中形正方形 無主柱 東壁南 23.18 （推） +93ー 6 世紀前半

52 98 17 BN -82 無主柱 東壁 測定不可能 +104ー 9 世紀後半

掘立柱建物

掘立 掲載 遺物 グリゾド 棟走向 柱間 短軸 長軸 面積 方位 重 複

番号 頁 観察表 (m) (m) (mり

1 100 AS-28 E-W 不明 4.2 +61ー 2号掘立・ 13•19 ・ 20•21号住

2 101 AS~ 28 E-W 2 X 2 2.4 4.0 9.60 +55ー 1号掘立・ 13·19·20·21号住

3 102 AR-28 E-W 1 X 1 2.4 2.8 6.72 +54ー 4号掘立・ 13·21号住

4 103 AR-28 N-S 1 X 2 2.4 4.6 11.04 +54ー 3号掘立・ 13•21号住

5 104 A0-21 E-W 不明 +81ー 15号住

6 105 AN-19 N-S 不明 -80 

井戸

井戸 掲載 観察 グリ 遺 物 井戸 掲載 観察 グリ 遺 物

番号 頁 表頁 ッド 番号 頁 表頁 ッド

1 120 19 AL-26 土師器・須恵器 3 123 A0-20 

2 121 19 AQ-25 土師器・須恵器・石製品・鉄器 4 123 BT-86 
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士墳

土壊 掲載 観察 グリ 形状 規 模 (m) 遺物 土域 掲載 観察 グリ 形状 規 模 (m) 遺物

番号 頁 表頁 ッド 短軸•長軸・深さ 番号 頁 表頁 ッド 短軸・長軸・深さ

1 CI-115 長方形 l.0Xl.3X0.4 39 AJ-22 長方形 l.1X2.7X0.2 

2 CI -114 長方形 l.0Xl.3X0.2 40 AS-29 円形 o.sxo.sxo.1 

3 CI -114 長方形 1 0Xl.8X0 1 41 170 35 As-29 長方形 1 3Xl.8X0.7 士師器

4 CH-109 長方形 l.1Xl.9X0.2 42 AS-29 長方形？

5 CJ-114 長方形 Q.6Xl.5XQ.2 43 170 35 AR-29 長方形？ 鉄器

6 CI-lll 長方形 0.7X l.3X0.l 44 AS-28 長方形 0.6Xl.2X0.2 

7 CH-109 長方形 l.4Xl.6X0.2 45 AS-28 長方形 0.8X l.3X0.3 

8 CG-109 長方形 l.1X2.7X0.3 46 AS-27 長方形 0. 6 x o. 9 X 0. 2 

, CJ-113 長方形 O.SXl.lX0.2 47 171 35 AS-27 長方形 l.1Xl.4X0.3 須恵器

10 CH-110 長方形 0.8X2.2X0.3 48 AR-28 ? 

11 CH-110 長方形 0 9X2.6X0 5 49 AR-28 長方形 0.6X0.9X0.l 

12 CH-112 長方形 Q.8X2.3XQ.2 50 AR-27 長方形 0.9Xl.1XQ.6 

13 CJ-115 長方形 0.6Xl.1XQ.2 51 AR-25 長方形 l. o x 1. 4 X 0. 2 

14 CH-108 長方形 l.2X2 6X0.2 52 AR-25 長方形 o.sx1 2xo.2 

15 CJ-115 長方形 1.ox1.2xo.3 53 AR-27 長方形 0.9X l.5X0.4 

16 CH-lll 長方形 0.6XQ.9XQ.2 54 AR-27 長方形？

17 BS-83 円形 1.ox1.1xo.2 55 AP-23 長方形 l.8X2.9XQ.5 

18 BS-83 円形 l.3Xl.3X0.3 56 171 35 AO-20 長方形 l.2X l.5X0.4 古銭

19 BJ-74 長方形 l.1Xl.2X3.0 57 AN-19 長方形 0.9Xl.5X0.2 

20 BK-75 長方形 0.9Xl.6XQ.3 58 AN-19 長方形 1.ox2.1xo.2 

21 BJ-75 長方形 l.2X2 3X0.4 59 AN-19 円形 l.3Xl.3X0.2 

22 BK-75 長方形 0.6X0.7X0.3 60 AN-19 長方形 0.7Xl.1X0.2 

23 BJ-75 長方形 l.8X2.8X0.2 61 AN-18 長方形 0.6Xl.6X0.3 

24 BL-76 ? 62 AO-22 長方形 0.9X0.8X0.3 

25 170 34 BK-75 長方形 0.5X0 6X0.l 土師器 63 AO-20 長方形 1.ox1.1xo.2 

26 BK-75 長方形 l.2Xl.3X0.4 64 AN-19 長方形 0.8Xl.1X0.4 

27 BX-105 長方形 l.1Xl.9XQ.3 65 172 35 AN-17 長方形 0.9Xl.1XQ.2 鉄器

28 BY-105 長方形 0.9Xl.4XQ.2 66 AN-17 円形 1.2x1.2xo.1 

29 BY-107 長方形 o.sx2.1xo.2 67 AM-18 長方形

30 CA-108 長方形 0.4x 1.oxo.2 68 AN-20 長方形

31 CA-109 円形 l.2Xl.2X0.3 69 AM-18 長方形 0. 7X— xo.2 

32 AO-33 長方形 0.9Xl.2X0.3 70 AM-17 長方形 0.9Xl.8X0.5 

33 AM-30 長方形？ 71 AN-17 長方形？

34 AN-29 長方形 1.2x2.ox 1.0 72 AN-19 長方形 1.1 X—x-

35 AI-20 ? 73 AN-19 長方形 0.7Xl.2X0.2 

36 AJ-21 長方形 0.9Xl 9X0.3 74 AN-18 長方形？

37 AK-22 長方形？ 75 AO-22 長方形？

38 AK-22 長方形 0 6 x 1.o x o.3 76 AO-20 長方形 l.4X2.3X0.3 
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土壊 掲載 観察 グリ 形状 規 模 (m) 遺物 土壊 掲載 観察 グリ 形状 規 模（m) 遺物

番号 頁 表頁 ッド 短軸・長軸・深さ 番号 頁 表頁 ッド 短軸・長軸・深さ

77 AO-20 ? 115 AV-37 円形 0.8X0.8X0.2 

78 171 35 AS-28 円形 l.9X2.QXQ.3 土師器 116 AW~ 36 円形 0.7X0.7X0.l 

79 171 AS-28 ? 117 AW-36 円形 0.7XO 7XO.l 

80 AR-27 長方形 1.ox1.2xo 2 118 AW-36 円形 0.6X0.6X0.l 

81 AR-27 長方形 l.0X4.1X0.5 119 AV-37 円形 1.2x1.2xo.1 

82 AR-26 ? 120 AV-36 円形 1.1x1.1xo.2 

83 172 35 AR-28 長方形 l.5Xl.8X0 3 土師器 121 AV-35 円形 1.ox1.oxo.2 

須恵器 122 AV-35 円形 1.ox1 oxo.2 

84 AP~ 24 長方形？ 123 AV-35 円形 0.7X0.7X0.l 

85 AI- 9 円形 1.ox1.oxo.1 124 AV-35 円形 0. 9 X 0. 9 X 0. 2 

86 AI- 9 円形 1.1x1.1xo.2 125 AW-35 長方形 0. 9 X 1. o x o. 2 

87 AI- 7 長方形 0.7Xl.4X0.l 126 AV-35 円形 0.9XQ.9XQ.l 

88 AI- 7 長方形 0.8Xl.3X0.4 127 AV-35 円形 0.7XQ.8XQ.2 

89 AI- 9 ? 128 AV-35 円形 0.8XO 8XO.l 

90 AX-51 円形 1.1x1.1xo.1 129 AV-35 円形 1.ox1 oxo.2 

91 AX-49 円形 1.1x1.2xo 1 130 173 35 BA-41 円形 0.7X0.7X0.l 土師器

92 172 35 AV-48 円形 l.0Xl.1X0.3 須恵器 131 AV-37 ? 

93 AV-48 長方形 0.9X l.3X0.2 132 AW-36 円形？

94 AW-48 ? 133 AW-36 円形 1.ox1.oxo.2 

95 AV-46 円形 1.ox1.1xo.2 134 AU-34 円形 1.ox1.oxo.2 

96 AV-46 円形 1.1x1.1xo.1 135 AU-33 円形 o.sxo.sxo.1 

97 AU-46 円形 0.9Xl.QX0.3 136 AU-33 円形 0.9XQ.9XQ.3 

98 AT-41 円形 1.ox1 oxo.1 137 AT~ 33 ? 

99 AX-53 ? 138 AT-32 円形 0.9X0.9X0.l 

100 Au-46 ? x~xo.3 139 AU-32 円形 o.sxo.sxo.1 

101 AR-41 ? 140 AW-36 円形？

102 AX-50 長方形 0.6XQ.8X0.5 141 AV-36 ? 

103 AY-44 ? 142 AU-32 ? 

104 BB-43 ? 143 BF~ 51 ? 

105 AY-42 長方形 0.6X0.8X0.5 144 BD-48 円形 1 OXl.lX0.3 

106 AY-41 長方形 0 6Xl.OXO.l 145 BC-49 四角形 0. 9 X 0. 9 X 0. 2 

107 AX-38 円形 l.1Xl.1X0.3 146 173 35 BC-49 長方形 0.7Xl.2X0.l 須恵器

108 AW-38 円形 l.OX l.OX0.9 147 BV-100 円形 0.6X0.7X0.2 

109 AW-38 円形 0 8X0.8X0.l 148 BT-95 長方形 0.7X0.8X0.l 

110 AW-38 長方形 0.6Xl.0X0.2 149 CC-100 円形 1.ox1.oxo 2 

111 AW-38 円形？ 150 CB-100 円形 1.1x1.1xo 2 

112 AW-37 長方形 0.7XQ.9XQ.2 151 BL-68 四角形 l.3Xl.3X0.3 

113 AX-37 ? 152 BL-67 長方形 0 8Xl.7XO.l 

114 AW-37 長方形 0.6X0.8X0.l 153 BL-67 長方形 l.1Xl.6X0.2 
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土壊 掲載 観察 グリ 形状 規 模 (m) 遺物 士壊 掲載 観察 グリ 形状 規 模（m) 遺物

番号 頁 表頁 ッド 短軸・長軸・深さ 番号 頁 表頁 ッド 短軸•長軸・深さ

154 BK-67 長方形 l.3X2.1X0.l 174 BQ-79 円形 0.9X0.9X0.4 

155 BL-66 長方形 0. 8 X 1. o x o. 5 175 BQ-79 四角形 2.4X2.6X0 1 

156 BE-64 円形 0.9X0.9X0.l 176 BQ-80 長方形 l.4Xl.7XQ.4 

157 BE-64 長方形 0.8Xl.6X0.l 177 BR-81 長方形 0.7X2.9X0.l 

158 BE-63 円形 l.lXl 1xo.2 178 BR-82 長方形 l.9Xl.4X0 2 

159 BE~ 62 円形 1.2x1.2xo.1 179 BR-81 ? 

160 BE-63 ? 180 BO-75 長方形 1.ox2.2xo.6 

161 BX-93 長方形 0 5X0.8X0 1 181 BP-74 ? 

162 BX-92 長方形 0.5X0.7X0.l 182 BP-74 ? 

163 BX-95 ? 183 B0-75 長方形 Q.8Xl.6XQ.4 

164 BI-62 ? 184 BO~ 75 円形 0.9X0.9X0.2 

165 BJ-62 ? 185 BP-75 円形 l.lXl 2xo.2 

166 BI-61 四角形 0.7X0.8X0.l 186 B0-75 ? 

167 BJ-63 長方形？ 187 AY-55 長方形？

168 BF-56 ? Q.9Xl.1XQ.2 188 AY-55 長方形

169 BE-54 円形 0. 6 x o. 6 x 1. o 189 BA-55 長方形 0. 4 X 0. 5 x o. 2 

170 173 36 BS-82 円形？ 土師器 190 BG-67 円形 0.9Xl.0X0.2 

171 BP~ 79 長方形 0.9Xl.3X0.6 191 BG-68 円形 0 9X0.9X0.l 

172 BQ-79 長方形 192 B I - 60 ? 

173 BQ-79 長方形 1.ox1.oxo.2 

溝

溝 掲載 観察 グリ 遺 物 溝 掲載 観察 グリ 遺 物

番号 頁 表頁 ッド 番号 頁 表頁 ッド

1 BS -84 13 AH-19 軟質陶器・石製品

2 BL -79 14 AJ ~ 21 

3 AL -78 15 A] -21 土師器

4 AM-28 16 AI -19 

5 124 19 A0-32 軟質陶器・石製品 17 AP -24 

6 125 AP -31 18 126 A0-22 

7 125 AN-29 19 126 19 AP -22 土師器

8 126 AL -27 20 AQ-25 軟質陶器

, 125 AN-28 21 AQ-26 

10 126 AM-27 22 AL-14 

11 125 19 AL -26 鉄器 23 AK-14 須恵器

12 AL -25 軟質陶器・須恵器 24 AK-12 
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溝 掲載 観察 グリ 遺 物 溝 掲載 観察 グリ 遺 物

番号 頁 表頁 ッド 番号 頁 表頁 ッド

25 AJ -12 55 167 BE -52 

26 AJ -11 56 167 33 BD -51 石製品

27 127 19 AJ -10 ロクロ土師器・須恵器・軟質陶器 57 BD-50 

24 陶器・石製品・磁器 58 BD-50 

28 127 26 AH- 7 須恵器 59 168 34 BC-48 須恵器・ロクロ土師器

29 139 26 AG- 4 石製品・古銭・銅製品・鉄製品 60 BS -93 

34 陶器・磁器・軟質陶器 61 BS -93 

30 AH- 5 62 BS -93 

31 AH- 7 63 BQ-90 

32 AG- 6 64 BP-88 

33 BA-52 65 BR -92 

34 AV-47 66 BU-86 

35 AU-46 67 BU-85 

36 AT-45 68 BM-70 

37 166 AT-43 69 BM-68 

38 AS -40 70 BL -67 

39 AR-40 71 BE -63 

40 AR-39 72 BW-91 

41 166 34 AU-44 須恵器 73 BW-91 

42 AY-43 74 BH-70 

43 BA-43 75 BI -63 

44 AW~ 38 76 BH-57 

45 AW-36 77 BG -56 

46 AU-35 78 BE -54 

47 AU-32 79 BF -54 

48 AU-33 80 BF -54 

49 AU-33 81 169 34 BD-59 土師器

50 AV-35 82 BC~ 60 

51 AW-37 83 BC -59 

52 BA-44 84 BB -58 

53 BF -51 85 BA-55 

54 167 BE -51 86 BG-59 
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